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17,900重量噸油槽船

三井造船株式會減

玉野製作所建造I
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新造船嶌眞集Ⅳb、24

雫安

昭和25年8月29日進水

長 132.00m

幅．、18.00m

深 10.00m

－

丸（日本郵船）

西日本重工長崎造船所遡錯

總噸数6,800T

速力 14.5kn

機關(ヂーゼル)5,000fP.

たるしま丸（溌根汽船）

昭和25年7月29日進水西日本重工廣島造船所建造
長 114.00m 總噸数4,750T

幅16.20m, 速力（最大)14.5kn

深 9.00m 機關（タービン)2,6001P

－1－

pJ

、

日令丸（日産汽船）

、昭和25年8月30日進水

日立造船櫻島エ場建造

長唾線間)128｡00m

幅（型)17.50-m

深（型)10.50m

總噸數6,650T

速力(定格)14.9kn'

機關(ターどン)4,400S.IP.
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浦､謬丸「ill南工業水産本部)-
ダ

川南工謂柴堀造船所建造・
3.60m 速力 11.023kn

204,43T機關430農林馬力

米國式巾着網漁船惠
昭和25年7月20日引渡
28.00m 深

720m.總噸数

、

長

1冊
一

A狐改装貨物船

永録丸、(｢1本郵船）

昭和25年8ﾉ30[1竣工

西日本軍工長崎遥船所改造

長128.00m

幅 18.20nL

深 11.10m

總噸数,6,900T

速力(最大)1115kn

機開（タービン)2,4001P.
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日枝丸（日之出汽船）

昭和25年9月19日竣工

浦賀船渠浦賀造船所建造

長101.90m

柵 15.30m

深820m

總噸数3,800T

速八(最大)13.5kn
‘機關(タービン）（定格）
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s型ジヤネー式電動油腰舵取機械
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三菱油清淨機要目

標準型の電源.”".…｡.｡交流50サイクル60サイクル

直流100V220V

容溌は粘度、混濁度等で差異があるが下表の容迩は淵滑油50oC～60｡Cに於けるものを示す。

'

~

4號型’5號型’'2號
|#趣Ⅲ裳"帯
R・P．M.9,500
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ニューヨーク近郊の大湖の中でく一番小さい湖はフ

ライ湖である。、フライ湖畔の大商工業都市パフアロー

ーはパフアロー河の河口に開かれた港でもある。

港は日毎に改良されて行く。

鱗孔船はダイナマイトで河底をこわし、竣喋船がそ

ばから破岩を喋って行く。

』

’
I

港の入口は土壌で22ブイ－1､岩瞳で23フイー1､深

くされた｡大きなデイツパーが平底船に岩石をあけ

るoデリツクボートが岩を貯岩夙にあける。それは

將來立派な繋船所になるのである。

(USIS提供）

'壷化ﾒﾁｰﾙ式ﾌﾚｵｿ式

アソモニア式・炭酸城ズ式

船舶用冷凍機
急速冷>宗設備･糧富庫用
船室)令房用。冷藏貨物艫用
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50Tターボ冷凍機・

冷水温度C・入口12，出口8

冷一水裁36T/h

凝縮用水温度Co-18

回縛敷4,500r｡p.m.
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一

舶 用,冷凍

舶用冷凍装繼を分類すると次の3つに分けられる、
1船舶及び荷物の冷凍．

2.船客及び乘組員用飲食料品の冷凍
3．客貨船の冷房、

冷凍の原理は、液化した冷蝶を膨張弁を通し膨張・

コイル内に膨張させ、その際蒸發の潜熱に等しい熱．
-恥を周園物､ら吸｣|文し、氣化することにより冷劉動果

をなす。氣化せる冷媒は腫縮機により膨張コイルよ
‘り吸入される。座縮機は冷媒の唾力と温度を高め、

高温がス菅:を經て、凝荊縦に透られ冷却用水により
凝縮の潜熱に等しい熱量花奪われ、最初の液化した

冷媒に逆，受液器にかえる。とれを繰返すことｶﾐ冷
凍過程である。、．

以上の膨脹コイルを直接冷凍室の壁面、天井等に

〕鮒-け冷凍する形式を直接冷凍式と云い、冷媒は直
接冷媒と云われる。これは大きな面識に行うと冷媒
を多最に唾し調整、工事等も不具合なので、舶用に．
は主と･して間接式が使われる。．、
間接冷凍式を分類すると
（1）プライン式ブラインゐ如き間接冷媒を膨脹
コイルを装州iせ･る蒸發器により冷却し、これをポシ

プにより、鮒内に設けた冷却管に循環せしめ冷凍す
るo

62）裳鋪冷却器式逢風器により胎内室氣をプラ0h

－－9

I

一マヨ

機 解説

イン叉は直接冷媒を使用する筌氣冷却器を通して循

環させて冷凍する。及(1)(2)を併用する冷凍方式等
の間接冷凍方式を採用しているo

冷却過程を行わぜる方法としては座縮式冷凍方法
が廣く採用さtしている。座縮方法には(ピストン往
復式と遠心(ターボ式)の二つがある。遠心式は常温

下低唾にて液化する冷媒を使用する睡縮機で約100

馬力以上の場合は場所、効率、重量等に於て有利で
ある6

直接冷凍としてアンモ=7(NH3)、塩化メチール

(CH3Cl)、及フレオン(CCl2Fh(R12oC)]淀使用するゞ
ものは低腫、操作が容易なる瓢で廣く採用まれ、中
でもフレオンはその使用範園が増している。貨物冷
凍用にはアシモニアの外炭酸ガス(CO2)が用いられ

ているが炭酸ガ家は高座､所要馬力は大なる‘も､無籟
無臭、機械小型な患等有利なる黙よりアンモニア以■

上に使用されている。自舶用冷藏庫冷凍用には塩化
メチール叉はフレオン冷凍機の3～15馬力程の,もの
が一般に使われてv､る。唾絲縦用原動機は往時蒸氣
機關が使われていたが、近時は電動磯にして場所及、
重鐘を小ならしめる爲、睡縮機に直結するものが多
い、尚遠心式f)ものは増速装置付電動機叉は蒸氣タ
ービンにより躯動される。

’

『
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MosesM.･Schloss氏は米國サルベージ界の偉人

である。彼のサルベージ業は190咋から始まり、船

用品なら何でも買占めて役立つ方耐lに責さばく。

WIj彼の商寅は小さなポートで港の中を漕ぎまわ

ることに始った。そして入港する船からすり切れた 、
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きたないローブ・を買うのである。これは小さく切ら

れて紙エ場に寅られ、厚紙になるっ現在彼のバルチ

モアの倉庫は各船會祗から發逢されるすりきれた、

,ロープ．や船用品で一杯である。
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本擬は農漁村に、詔工場に、船舶に盛に使用され

三相電動機を焼損より完全に保誰されま式ので、

絶識を柚して居ります。

是非一度貿際に御試用願ますO･

抑照會あり次第碗明書を差上ます又御要求により

ましては耽員が現品見本を持参御説明申上ます。
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開設は近く許される筈で，そうなる

と，この方面に対する駐在員の派豊

が必要になりますが，この方面への

海運々震は円建である関係から，駐

在員を派蛍することには違賃を如何

にして本国へ邊金するかという為替

管理委員会の決定を俟たればならぬ

でせう。

このような事情がち，朝鮮事変に

よって，配船量を著しく増加しつ、

ある海運季気も，朝鮮事変の維幕を

考え合せて，その後の対策は気迷っ

ているというのが，本当のところで

しょう。船主のこの気迷いは等度行

われる第六次新造の面に現れていま

す。

第六次の新造鉛は7,CCO1､ン級以

上と一応枠が決められていま載銃，

船主側は今回の新造も第五次の時と

同嫌4，500トン級の新造を認める

ように要求して居りますし，外洋船′

については10,0001､ン以上に職の新

造および速力17ノットを要求する声

が高いのは，船主達が，日本海運の

綿来を遠洋航路ばかりでなく，種々

に考えていることを物語っていま

す。

第6次新造の枠が4,5COトン級の

小型まで砿げられることになると，’

中級の造船所も仕事にありつける訳
だが，見返黄金63億で17万トンしか

造れないのだし，自己黄金だけで新

造がやれる船主はまれだとすれば，

よほど良く行っても18万I･ンを越え

ません。もっとも海上保安庁の発注

が2万I､ン予定されているし，本年

は外国からの注文を10万トン引受け

る計画もありますから，これが実現

すれば新造は30万トンに増加しま

す。しかし,日本の造船業は,3,5CO

'･ン級以上の造船能力を有つものが
23祗，その総能力.は年間48万トン，

従業員80,0(0人であるから，これに

仕事を漏れなく与えようとします
と，30万トンでは足りる筈がありま

せん6そこで政府は，第6亥新造趣

を更に11万トン追加して，28万トン

に増そうとする論画を樹てました。

この計画j造識の合理化を促進す

るのと外航遁姥船の不足を補うた

め，本年度の見返賓金リザーブ分か

ら3r億円を流用しようというのであ

ります。この層|画ま近く照強会議に

提出されるが，愈々本きまりになれ．

ば，造船業界は26年度の仕事蛍をか

ち得ることになります。

だが問題は，政府が11万トンの廻

加分として3r億円を出すとしても，

船主は船価の3割を自分で誰達しな

ければならないのですから，市に卜銀

行から，それを借受けねばなりませ

ん。ところが，新造鶴に対する市中

銀行からの融資は，そのキーボイン

､）･をなす興銀の態度が問題-ごありまジ
心

す。季

興銀が現在有っている懲費黄金の

~総額は500億円ですが，船鋪へ征融

費は既に456億円に及んでいる上

に，来年秋頃すなわち鋪0亥職の進

水が鰺る頃になると，偏億I靴一途し

一業種に対する職責の限陵，すたわ

ち融賓総額の1割を越える危陶こさ

らされるので，興銀としては職,炎に

対する気乗り薄すであることは明ら

かであります。

しかし，国の内外に壷ける溶観備

勢や，関係各官庁の新方針などには

微妙な動きが見られるので，その術

勢に応ずるため，船舶識妻について

は特別の塞慮を加えようとしている

ことも争えぬ率実であります。如何

なる態度に出るか，それは他の市‘1』

銀行の態度をも左右するものとし｡ご

注目に価しませう。

右'二加えて，政府庇11万I･ン』･加

案は種々手続上‘､隣保もあって急浬

に実施することも仏難なので，‘渦0

次新造は建筵避2b万トンを取敢ず

目標として，この枠により申込みを

受けつけることとし，既に定まって

ｒ

６

口

Ｄ

Ｂ

巳
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9月のニュース解説
、

L-吉田精
〆

顯・

日本商船に米国の諸港が開放され

たので，我商船が太zF洋を渡って活

・動する護会が来たというのが一般の

考えであります。事実，米国諸港の

日本商船に対する開渉.以来，日本商
船の北米に対する配錯は活溌になり

ました。しかし，支店も在外駐在員

も有たない日本商船会祗が，配諾す

るには蒐荷の点で大きな鉄階がある

ことは謂うまでもありますん。従っ

て，この餓階のために受ける制限は

活溌なトランバア活動をさまたげる
恨みが多いのであります。
そこで各船会祇は支店の開設や駐
在員の派遣を考えたくなるのは当然
であ．ります。だが現在ではそれに必
要な外貨の使用が許されていないの
で，彊いてやろうとすれば，設備運
転賓金をｸ|賀利息で借りて行うより
外はありません。

．それにしても駐在員一人を派遣し
小さな事務所の一つを設けるには，

年額250万位の経費を見積らねば
ならないでありませう。これは北米
航路の現状から，あまりにも負担が
大きすぎるので各船会軸が駐在員を
派遣したり，．更に進んで章店を廃設
するようになりますのは，定期航路
でも始まって，それが軌道にのると
財､う見込みがついた時のことであり
ます。

そこで日本海運が望むのは》定期
航路の開始であります｡.だが北米航
路の定期は，今のところ望みはあり
ません。当分不定期の就航に停るで
あろうというのか，海運識者間の考
えです。

だが東南アジア方面に対する定期
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一.9月のニュース解説一

いる17万トンの新造割を当取敢ず先

に決行しようということになりまし

た。

次ぎに新造と共に問題として消え

ないのは，瀦価の問題であります。

船主が外匡船と競走出来ないとい高

のも船価高のためであり，外国から

の建造注文が取れないというのも造

船単価の高いためであるとすれば,

日本迩船は何をおいても，造船価額

を引下げる努力をしなければなりま

せん。無論，この努力ば他人から詔

われるまでもなく，迩船所個々が努

力を毒しています。

今日まで各造船所が手をつけた合

理化の方法は，雇僻人員の切下げで

ありました。この合理化は，朝鮮事

変による海運市況の好頴にか隣わら

ず，その弧行を必要とする事儲にあ

ります。これは作業の合理化と磯城

化による過剰人員の整理を必要とす

るからであります。造船所はこの合

理化により，船価を二割安くするこ

とが出来るとしています。

ところが，造船用鉄鋼の補給金が

全面的に打切られることになりまし

た。・これは造船所も船主も第6亥新

造を前にして大きな術繋を受けたこ

とは確であります。

しかし，26億円の造船向け鉄銀補

給金を打切った大藏省は,英米魔船
価がトン当り8万円を上廻るように

なりました現在，日本造船がトン当

り7万8千円を崎持するなら，遼船

向け鉄鎌補給金などはも早やいらな

いというのであります。でも補給金

を打切っただけでは．除りそつ気な

いと思ったのでありませう，そ庇替

bとして賓金の金利を低減するよう

に考慮すると色をつけま．した。

でありますが，金利の低減程度で

は，低減しないよりましだという以

上に，業者筋は期待していないよう

であります。

では鉄銀補給金の打ち切りは迩船

の船価にどう響くかといいますと，

第6亥船の造船用厚板はトン44,0CO

円見当となり，これで船を造ると溌

価はトン当り90,000円見当になると

いうのであり．ます，無論これでは外

国からの新造注文は取れませんし，

外洋で運賃競走はやれそうもありま

せん。結極，国際船価へさやよせを

するためには，何等かの措置を考え

ねばならぬところであります。
船主は第6次新造船価を7万3千円

におさえようとする傾向さえありま
す。そこで,鉄鏡補給金の全腰後に

処する対策として，運職，邇産，安

本などの関係方面で考えられている．
のは,造船用錆材のエキストラ，トL
ン当り6,CCO円のものを一般鋼材価

絡の引上げの中え吸收させ，また買
入般の康乘によって生ずるスクラッ

プを造船用鋼材としてヒモ付きの割
安に引下げることでさります。しか
し造船業者齢このくらいのことで
銀材の高値が解消するかを疑って居
ります。

というのは鋼材の世界相場が高く
なったからであります。ことにスク
ラップの値上りは大きく，そこで政
斯が低能牽船の買入によって生ずる
スクラップを造般用銅材価格'､引下

1ずに利用しようとしても,予想通り
､に行くｶｭどうかが疑はしいからであ

〆

ります。・

事実，政府が低能率船買入を実施
してから既に1ケ月になりますが，
貿入に応じた船主は，8月20日現在
で20隻6万1．ンにすぎません。

この気乗り簿は，斬鮮事変のため

船舶の就航が婚加したためでもあり
ますが，売渡したら最後スクラップ
だけがあってピル1．に対する殼慮が
なく，代金はそのま農金融磯関へ還

流されるだけだと見ているからであ
り,/それならスクラップの値上I,を
まつ王自分の手で所理した方が得く

だとの考えであります。

こうなっては政府の買入270,C"

トンの自標はおぼつかない。そこで
政府は，買入船の引渡期間を明年2

月まで延期したり，政府の意に添う

船主へは新造蚕金の斡施をすると

か,.第5次の新船が就航するまで売
鰭を活用してもよいとが等と条件を
緩めて誘いを掛けるのに懸命であり

ます。しかし政府が一番期待をかけ
ているのは，10月から実施され幕葵

船料の打切りで，これによって逼賃
寸

が軟調になれば，A型E型の買入れ

は円滑に行〈だらうというのであり
ます。鷲

、政府のこの予想は，或いは適中す
るかも知れません。というのは，現
在5,000トン以下の内航船腹は，約．
100万トンあるが，これ等が完全に
移動するためには，月に”0万トン

の荷物が出廻らねば験目でありま
す。ところが最近荷動きが増した皇
いっても，月間100万i､ン前後であ
りますから，結極無腹が過剰である
以上,政府の低徒鰡買入れに応ずる
ことになる可能性があるからであ、
ます。

でありますが，運識省9月’日現・
在の調査では，礎物船71隻831,(ユヅ
トン，タンカー12隻120,748トン，

計83隻451,767トンが外航に配船さ
れており，この数字は日と共に増諏
の傾向が硬いので，船主の政府買入
れに応ずる気配はなほ予側し雛Vfも
のがあります。～

とはいうものの，日本海運が朝鮮
事変以来，遮合国の対日政簸の変化
と私動きの活況により，著しく好転
して来た．ことは明で，その前進には
疑うべき何物もなくなりつ畠あるこ
とは本月の大きな收穫であったとい
えませう。

｜

｜、

I
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船 舶用賓材の現状〆
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ノ ．める割合は実に20％を超し昨年絡頃第5次船見識価に於
4．船舶用主要麦材勢官の諸問題 ける15-16％に比し著しく割高となって来ている。この

、

前号に続き鋼材を中心とする船舶用主要資材の二三にように鐸材価格が高くなったという事は，直接には次に
か堅る当面の諸俄題を抽出し以下これについて簡単に述述べる銅材並びにその原料たる石炭及び銑鉄に対する袖
べて見ること堅しよう。．給金の削減乃至撤腰に基因するが，なお製鉄業者自体の
1．鋼材の演格‘。企業経営の不合理にもよる所大であることは争われない

現在我が国の飴価主欧州船価に比べて甚だしく高いと政府は,銀材が基礎物蚕の一として諸種産業に及ぼす
されているqこれを最も明白に示すのは,最近大型外国影響大なることを慮って鎖材並びにその原料〔石炭,鐡
鋸の受註が皆無であるという事実であるも昨年12月スト石，銑鉄〕について価格差補給金を支出することにより

ツクホルムに於て行われたブラジル発註の大型油擢船のこれを一般物価並に維持することに努力して来たが，所

匡際競争入札に於いて，我が国の入札価絡が英国及びス，謂ドッヂラインに沿う新政策採用に伴い，昨年9月，本

エーデンのそれに比べて実に二割高であった為，結局本年1月及び同7月と3次に亘り補給金削減及び撤騒を懸

錘側が決定的敗北を喫したということは今筒耳新しい所行した。この結果この7月から銀材については，自由価

である。爾来船価引下げ策として材料費の逓減，操業度絡制が採用され，従って爾後鋼材は各製鉄所独自の建価

の向上及び平均化，高能率設備の設置並びに金利の引下によって売買されることとなった。

等について鋭意研究が重ねられているが，このうち当面かくて造総罷鋼材の価格は本年'月乃至6月に於て平均
の問題として最も意を注がれて来たのが赫料費の大半を屯当り29,00C円であったのが7月から一挙に33,200円位
占める鋼材価格の引下であった。にはね上っている｡このため船価は,二次的ハネ返り.を無

本年1月乃至6月に於ける船設用銀材素材費の船価に占頑しても4％の昂騰を見る車となり，この礎放置すれば

表1．内外鋼材債格比竣表〔軍位”

ザ

、

■

一一ー

メア
イ』

１
１

－－

－－－－－－

’
、
●
●
●

１
２
３
４

－

Ｊ註ｆ 以上は’英噸〔翌40封陵〕職りの消讃者工場渡値段である。

外図の鋼材似協は本年2月22日付のFinanci41Times誌による。

日本の鋼材償格は本年7月決定の八幡製嫁建値による。〔無規絡，ベースもの〕

外圃の鋼材のサービスは不蛎である。、
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－船舶用費材の褒状一、

造船業の存立は愈々 危ぐなるので，造船界は結束して関
係管庁及び製鉄業界に呼びかけ鋼材価格引下の運動を展
開している。即ち各主要造船所は関係官庁と共に造船用
銀材研究会を組織し，この問題についても恨重に検討を
重ねた結果，匡際造船市場に進出し得る大型貨物船々 価

として73,00p円総噸〔本年1月-6月の平均船価は，

80,70(,円総|頓〕を目標とするならば，他部面に於ける企

業努力を実行したとしても鋼材価格は平均噸当り27,000
円ﾄー 押えねばならないと主張している。因みに欧米広鋼
材価格と，本邦の鋼材価格とを比較して見ると，表1に
見られる通り欧州鋼材は可成り安価で総価低廉の主要原
因の一つをなしているものと見られる。一般鋼材価格の
高値もさりながら特に造船用鋼材価絡を分析して見て最
も目立つ点は所諾特別加算金〔エキストラ〕が高過ぎる
という事である｡一般に造船用に供せられる鋼材の寸法
は，非定尺の場合が多い上に，航洋船舶はロイドAB及
び海事協会適格材を必要とするの一喝鋼材ベース･価絡に寸

法及び財衝による特別加算金〔エキストラ〕が附加され
るのである。欧州鋼材価格に於けるこの種加算金はベー

ス価格の5－9％に過ぎないのに対し，木年1月乃至6

月に於ける本邦のそれはある場合には実に30％前後に達

するのである。こ農に我々は製鉄業界の俊烈な反省を求

めなくてはならない。

欧州鋼材が安いことから造船用鋼材の職入使用という
ことが考えられるが，造船業が製鉄業に対する大口需要

者であることを認識し，製鉄業の存立を阻害しない意味
では，止むを得ざる限り，大量の鋼材職入は差控えるべ
きであろう。たばこ蚤に船殻重量の軽減延いては船価の
遜減に寄与する溶接工作法の全面的採用に当って，工事
施行上又船体獄力上頗る有効な不等厚型銅，球板その他
本邦で生産されない寸法の型鋼及び広幅〔3,200粍幅以
上）板等の織入は必要であるので，第2・四半期以降順
次この実現を期して清々辮備が進められている。
2．鍋材の質

米国蝋職1,700隻識建造された全溶接船のうち970
隻に起つお損傷はその大部分が破壊型のものであった。
この原因について種々研究が行われた結果，溶接騨造に
於ては鎌材の材質が.非常に大きく握度に影響するもので
ある事が判明した。即ち鋲構造に於ては，殆ど問題とな
らなかった銀材の切峡'脆性が溶接構造に於て蕊著こ現れ
而もそれが比鮫的低温の場合，また脱酸鋼より識､付銅に
甚だしい事が認められた。1948年に改訂されたAB規則
にもこの結論が多分に織込まれ,弧力財の含有成分Mn,
C,等の比率が限定され，結果として脱酸鋼を使わねば
ならないこと秘なっている。

本邦では戦時中の技術の空白に鯛されて，輸出鋸及び‐

第4亥船建造に当って戦後始めて需要が起った外国錯掻一
適格材の生産が甚だ思わしくなく昨年初頭一時は遥譜エ

事の進捗に少なからぬ暗影を投じたととすらあったが，

幸にして製鉄所側の努力により，今日この菱は解消して

いるが,前述のように米国に於て過去数ヶ年に挙げられ
た研究成果から判断すれば，將来広範囲に採用されるで

あろう溶接構造に於ける国産造総用鍛材の優良性につい

てはなお不安を感ぜざるを得ない｡頚に造船所に入荷さ
れている銅板を隅肉溶接により接合せた上，引張試験を

施した所，板の応力が最大応力に達しないまでに底部の

板がある場合には雲母状に別離破壊したという例が醒々

あり，現在生産中の造船用銅板になおうラミネーション

の現象がひどい事を立証した。

こ樫に於て造船界製鉄業界の技術面担当者の関心は優

良造船鋼材･の生産という点に集中し，現在比較的生産歩

留りのよい龍附鋼の切鉄感度，錨材中の含有成分の切縦

感度に及ぼす影響，また識付鋼が漆接穂造に不向である

とすればどの濠に改良すべきか等について究明すべく目

下準備が進められでいる。

3．溶，接棒

戦後溶接棒の品質向上については各製造業者はよく造

船界の要望に応えて努力を重ね来り現在ではAB及び

ロイド規格に合格したものは表2のよ.うに14祇16種に及

ぶ。
、

表2．図産溶接捧外園船級協會規格合格一言覧表
‐■■■一面巳戸＝一一一可一 一
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Ｂ
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Ａ
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Ａ
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１
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１
１
１
１
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１
１
１
１
１
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１
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東洋,竃極

紳戸製鋼

太陽銅業

東光祗

日本罷極

白山溶線

雨知山市溌接棒

刷1束、砿極

由韮製作

東京化工

中日本耐'l'戸

日本油脂

日本アヂレ
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最近溶接棒製造に当って最も問題となったのば群剤塗

布の厚さの均等性保持ということであった。従来本邦で
は溶剤塗布はすべて手塗によっていたので兎角溶剤は鮒
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篇し勝であり，引いては溶接時の電弧の安定性を保つ上

に少からぬ支障を与えた｡時そこで現在では祁戸製鋼を始
F

めとして数ケ所の工場は穣械塗装法を採用し’この鉄点

を除くことに成果誉收めている。

この6月，造船用としてユニオンメルト及びリンカン

ウ皇ルド自動溶接濃計,0台永鐵人鋤,従来試作の種類
は多いとい農ながら，これといって実用の域に達したも

ののなかった我が国のこの種薩械の製造業者並びに造船

界に大きな刺戟を与える事となった。この溌械に凧いら
;託る溶接棒及び溶剤も差当りは引続き織入に依存しなけ
ればならないであろうが，貴重な外賀の不必要な支出を

防ぎ叉自動溶接法の全面的普及を計るという両面からこ
れが1日も早く国産化されることが望ましい。

坐．＊．、材

職中行われた木材の濫伐に基因する水害はいたまし
いまでに全国各地を鯛した。そこで政府は植林を奨勵す

る一方，木材の需給を厳に統制して来たが’木材は一般

の生産材と異り急激な増産は殆ど不可能であり’常時変

鰯する需要に応えて生産及び配給統制を保持することの．

技術的困睡性と，職入材の潤沢化とから需給面に駿動性
を持たせる意味で昨年'2月統制が撤騒された。
造船用材としては主として熊本杉，秋田杉’木曾桧，

北海産漉葉樹が重用され，全体で年に240万石程度の需

要があったが，昨年始から外匡船建造が開始されたに伴

う，木甲板，給内内張板，鯰口蓋，船室内張詰の合板及

び軸受用として米松，リーク,マホガニー'ラワン及びり．

グナムバイタが相次いで燕入され，造船技術再建の一翼

を担った。従来これらの外材はエロア黄金又は商業勘定
により政府輸入の形式で輸入されていたので’その造船

業に対する供給力はやつと外国船建造の需要を充すに過

ぎなかったが，最近民間輔入が開始されて以来這船用外
溌は計画的に輸入されることになり’現在既に米松501
“0石，チーク18,000石，ラワン晦0,000石，リグナムバ

ｲ､タ300噸，マホガニー3,000石が輔入されている。こ

れにより5次諾，6次紹用の良質の木材の需給の見透し

も明るくなって来ているわけである。
5．塗斜

塗料の主要原材料たる亜麻仁油，桐油等は大部分織入
に依らなければならない状態にある。従って終戦直後，

塗料は国内保有のストックと代用魚油等の使用により辛

うじて生産されていたのであるが，この為船舶用塗料の
需要量に対する割当量の割合は昭和22年，同23年当時に
於て10一定20％程度に過ぎなかった。

その後原材料たる油脂の輌入の好転により本年4月配

給統制が解除されるに至り現在では需給面の心配は先ず
失<･なっているど言える。

船舶用塗料で最も優秀性を要求されるのは，錆止塗料
及び船底塗料である。錆止塗料には所謂ガルバニック･
アクションに堪える顔料として従来用いられていた光明
丹ベンガラの他に,縁i蝕効果の大きいと言われる亜鉛の
クロム酸塩の配給等が計画され又一方船底蕊料には程力
防腐材と云われるPCP或はDDT等の混入使用が議定
され，従来性能不十分を難ぜられていた船舶用塗料の前
途に明るい希望を投げかけている。

‐’

1

』

む すび

以上甚だ大雑巴に船舶用賓材の現状を述べて来たが，
総じて個々 の資材については限られた紙面でましえられ
ない種々 の問題が積っているがこれについては別の職会
に述べることとする。最後に船舶賓材の生産及び需給に
ついて一言附け加えれば第6次造船計画の低迷と金詰り
とから先行きよ必ずしも楽観出来ない反面，朝鮮動乱勃
発による急激な需要増加を期待している向もあり，容易
にこの辺の見透しを云々 するこ･とは困難な現状にあると
言えよう。〔運輸省船舶局船艤凋課）

､■■
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(3躯より〕利鯛しリレー辨を敏感に作働せしめる。即を停止せしめる非常装置を装備する。、

冤冒言駕f叉烏よるﾘﾚーパﾙﾌHの開瑠こよりダ”哩饒靜需職は(第5”鰐濁-"く綏熱：
ちフロートの上下によるリレ

ィャフラムM上の力

を加職して加減辨K

を作働せしめるもの

もある｡本器には更溶…＊
にリレー部分を介し

セルシンモーターを

利’用した遼隔指示水

計を鰻附し，叉面電

気接点C及Dに依り錨5

(2)注水式緩熱器本識は(第5図〕鰐身如く綏熱蒸
越

気の温度により仲働する。リレー部分A,圧力水槽、噴
射水加減辨Bj及噴射ノズルC,より成り，緩熱蒸気の
繼度により，サーモスタツ"ドが伸縮し，それによりリレ
ーバルブが開謂し，圧力水梢より加減辨上ダイヤフラム

Eにかかる圧力を調節するものであり作動原理は上記給
水加減辨と同驍である。即ち加減辨の開により給水ポ

ンプ吐出管より脇道をとれる道が噴射ノズルより蒸気中
に噴射し迩当に緩熱するものである。

〔日立造船造駿設計課〕
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気接点c及Dに依り錨5図注水式溌熱器略図

高低水位警報装置竝に水位の著しく低下したる時,燃焼
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－我国に於ける大型油槽船建造に就いて－

した場合どうなるかを想定してA点として記入した。

Gd=9.59MにおさえるとLppは約198.00Mとなる。この

場合溶接の使用程度は20％で，速力15'/2K,engineは

M､A､Nの10,200BoH,P9cylinderscavengingPUmP

付を採用するものとした。従って軽荷重量はかなり重く

又濃関室もかなり長いものとなる。このA点を，来国蓮
～

び欧州の28,000T型と比較すると，船の大いさの割に鐡

貨重量の少ないものとなり,turbin船とdieSel"鮨の差

我國に諺げる大型油槽船建造について

（近代油槽船の特質に就てその4）．

高橋菊夫

川島榮一

’前号まで3号に亘り僅かの賓料ではあるが，これに基

いて戦後に於ける世界の油栖船建造歌況を一望したわけ

であるが，最後に我国にて大型派槽紹を建造する場合の

託問題を検討して見る。

先ず世界的に大型油糖鋸を建造する気運に向いつつあ

雇最も根本的な原因は，油の需給献態の変化に応えて載

貨寵愛の大きい諾を割合に小型に作ることが技術的に解

決されたからであると云えよう。鰯寅重遥の大なる船を

比嫉的に,j,さく作ることにより初期投資額，維持費，運

航擬緑暹量を通算して大型油植船が有効な経済的な諾
となり得るのである｡,従って如何にして大きな餓寅重量
を持つ船を小型に作るかと云う事が造船上の重大な簡題
となるのである。それには先ず軽荷重量をできるだけ減
少して敏荷重量と排水量との比を大きくとる事が必要で
ある。叉敏貨状態のバランスをとるため貨物沈槽を出来
るだけ大きくとる事が必要である。従って船殻,艤装,溌
関，通気の各部門に亘って重量を減少し，而も織関室容
穣を小さくする以外には方法がないかと考えられる。事
実欧米の油椛船はいずれもかかる見地から重量の軽減と
壌関室容稜の減少を計るため，各部門に亘って設計上，
工作上充分なる考虚が排われていることは既に各章に於
てのべた邇りである｡･これが即ち世界の大型油槽船の大
きな特色であり，叉今日の世界の造船技術の水準となつ

タ

ている。．

さて問題を我国に移して，我国に於てD.W.20,000T
以上の湘糟船の設計をまとめあげようとする場合，しか
もそれが世界の大型油梢船と伍して'.経済的にたちうち
できるものを完成したいと思う場合，我々 は当然上記の
重量怪減の問題貨物油槽の増大の問題と真正面から取組
まねばならぬ。そしてその実現を見て始めて，ここに戦
後の世界の水準なみの20,000T以上の油梢船の設計が実
現したといえるのである。

Figlに世界の油梢船について長さと職貨重量との関
係をグラフに示してみた。これによって船の大いさと餓
蛍重愛とめ関係が概念的に分る事と思う。若し日本の造
離技砺の現欣に基いて,D.W.28,000Tの油槽船を設計
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Figl

･を考慮に入れてもまことに見劣りのするものとなる。更

に溶接を80％使用する事とし，またengineもM.A､N

の新型8cylinderlO,000B.H・Pを使用するものとする

と,Lppは約192.00MとなりFiglのB点まで上昇す

る。A点よりは能率のよい船となるが，まだ欧米の新造
船に比して見劣りがする。しかし我国の現状ではA点i力K
らB点まで上昇させる事にも非常に苦心を要するのであ
るが，しかし我々 の目標としては，これを欧米の水準ま

で引上げねぼならない。そこに日本の造船技術の今後の
問題があるのである。その実現には溶接技術の進歩，エ〆
場設術の改良，職関，織塁補幾の改良の裏付けがあってや
始めて可能なのである。蒋らくこれ等の問題について個
々に考えて見よう･･

1．溶接

船体構造に溶接を全面的に採用したらどの位の重避軽
減が得られるであろうか。一例をD.W.18,000T-の油
椣船にとって鋲織造から溶接構造に移行するにつれて重
量の軽減する割合を前号Table9に示した。現在の段
階では20%溶接であるが，これを全溶接にすれば更に
'6.4％の重遼軽減が迩想される。但しこの場合IｿYの値

0
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はfreeboardruleにより要求される値よりも8%の除

謡をとった。然し100％溶接は現在の我国の技術でIj実

行困難であろうから溶接の使用程度を80％にした場合を

考えるとI/Yの餘裕を20%にとって，重量軽減は約9.3

％となる。I/Yに関してば既に8月号艘体構造(3)にて
のべた如く，従来の観念から離れて新たに研究すべき問

題であり，更にI.Yの餘繍をおとしてよいものとせぱ，

一層の重量軽減が得られる。此処に80％溶接とは鋲接手

を外板，甲振のシームと，トランス及び機隔壁の甲板及

び側外板との固着部分と，縦隔壁と甲板との固着部分と

各甲板と外板との固着部分とに残すのみで，それ以外の
外板甲板のバット，壌械台，隔壁上部構造等はすべて

溶接にした場合に相当する。この程度の溶接は是非とも
採用せねば大型油秘譜の設計は成立し得ない。然し我々
がこの段階を望む場合,米国が今日積極的に溶接を使用
するに至るま-を#こは，貴重な犠牲と，体験と，更に長年
月の研究を経ていることを見落してはならな』‘､。米国は

ー

戦時中海事委員管の計画のもとに約4,700隻の稚船を作
ったが，急遼建造のために全溶接権造を採用した。その
結果約如00隻が大なり小なりの破壜を生じたのである。ノ
その原因と対策の究明の為滴軍長官のもとに特別調査委
員会を作り，4年間に亘り研究壌関と造船所を動員して
理論的究明と大規模な実感的研究を行い，その結果今日
大型船に全面的’こ，涛接を使用し得る自信を得たのであ
る(4)('6)。そして今日でも筒，引つばき系統的な溶接
構造の実陰研究をすきめつ畠ある。我々が溶接を積極的
に使用する為には，この嚴な米国の努力と成果に大い学
墨べきものがある。即ち母材及溶接棒の研究，合理的な
溶接構造の研究，工作法では開先の準備，取付の方法及
精度，涛接順序，歪防止法の研究，工作不良に超因する
間隙の溌整方法の研究,､検査方法の研究，理論的分野で
は多軸応力の研究鐙材の切峡効果ならびに低温の影響等も

既に米国に於ては一応の解決を見たる問題にして我国に
於ては今焚の研究に残された問題が少くないのである。

2.工場設備

上記の如く溶接の長さが増加するにつれて必然的に工
場設俄の再検討が行われねばならない。地上溶接を多く
するためにブロック建造方式も研究されねばならない。
クレーンカ鐙も切実な問題となってくる。クレーン力
逓の墹大とクレーン力量を考えての最も有効なブロック
建造方式の研究が今後の大きな問題となってくる。さら
に工数節約の面から自動溶接嬢も獄極的に使用せねばな
らぬ。又corrugated隔壁の研究もすちめられねばなら
ぬ。その場合プレスの設備が職題となる。欧米にては
corrugated隔壁用の特別のプレスが作られて居り，そ

’ の大いさは,40'×60vの板に対して600T,40'×70〃の‐

板に対して800T,40'×85〃の板に対して1,ZOOT等，

かなり大力量のプレスが使用されている。

3．鋼材

米国油樫総の重量軽減の理由の一つにはゾ盲型鋼材の採

用があげられる。我が国に於ても今後大型船‘L対しては

大型の銅材を用いる方が有利であり，叉板厚の種類，型

材の種類を多くする方が無駄な重量を省く事が出来ると

云う利点がある。叉米国にては，既に溶接凧鋸稔として

kilied",seini-killed銅が使用されているとの事であ

るが，我が国に於ても，軽合金の使用と共に，その実現

の一日も早い事が望まれる。

4．溌関，蒲機，艤装，

すでに各号に亘って，欧米の新造油穂船に採用されて

い署駿関，榛磯艤装が船の性能を向上させるために如

何に役立っているかをのべてきた｡彼と我国の現状と§
比較して今後我国のこれ等の分野において研究すべき問

題は多い｡著者等は既に造船設計者としての立場から問
題を提出しておいたので，専問家の研究を期待する次第
である。ここに一言つけ加えるならば，これ等の分野に

おいては材料の問題が先ず研究され，解決されねばなら

ぬと思.う。高温高圧のboilerを用いたtur･binに対す

る特殊鋼packing,1agging,bearingの側題又稲火材

料，その他，材料の研究は真先きにとりあげられねばな
らぬ問題であると思う。

緒言

本誌4号に亘り戦後の世界の池糟紹の朧質について解

析し，かかる世界の油糟船の水準の中にあって．我が国

にて大型油糟諾を建造する場合，如何なる点に解に立う

ちできるものにせんと決すべ誹漉があるかについて二
三私見を述べたわであるが，要するにこの隅鯉に対して
は根本的に頭の切換えを以てこれに対処せねばならぬと

いうこと，造船造濃の各部門:現場設計さらに研灸謹閲
が協力してこの解決に当るのでなければ，実現は震難で

ある事を諸賢に認識してもらいたいのである。

最後に賛料の解析にあたって種々と蕊力された配呑日

出彦君，谷道夫君の努力↓こ深く感謝する。

〔川崎重エ渥船工場〕

’

〆

、
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（16）造船協会雑纂第274号川島：「国文献より見

た全蒋接船の損傷と対策について」
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一 般網用ゴム軸受一

一

＝

ゴム軸受がこの巖に砂対混入水中に於て種めて好成繊

を示すのは，ゴム軸受が砂粒により容易に圧縮されるこ

と，摩耗に耐えること，刺I受の溝造のよいこと，水の潤

滑が十分に行われることによる。

船舶用ゴム軸髪

一利点と装備の実例一

家本 磐’

ゴム軸受の利黙

前号に述べたことから，ゴム刺i受は高速の軸に対して

極めて好適であることが分った。米国では競争用モータ

ーボートに好んで用いられ，軸座15/8吋，回転数毎分

11,000のものが作られ，時速110浬を出した例がある。

叉利点として，船の振動及び香響防止に役立つ。則ち硬

い軸受合金では，時日の経過とともに庫粍を起し，この

為振動,菅響が発生し,船全紙二伝播されるのであるが
このゴム軸受では，ゴムの有する弾力性により，振動を

吸收し，霄響を減少させる。則ち軸受が緩衝装備として
役立つのである。又軸受が多少の変形を起しても，ゴム

の緩緬性により，何等異状なく運転することが出来る。
次にゴム軸受は嘩漉によく耐え且刺Iを保護することで
ある。海水叉は溝水中に砂粒の混じている場合，砂粒は
ゴム軸受に対しては実際上全く影響しない点は驚異に値
する。

砂胤混入水の場合ゴム軸受が他のブロンズ，バピット

リグナムバイタ軸受等にくらべ極めて好成績を牧めた2

・3の実例を挙げると，或る雛でスターン及びストラッ

ト軸受を最初リグナムバイタ，後にバビットメタルを使

用したが，何れも3ケ月以上もたなかったが，ゴム軸受

を用いた処5ケ年経過した後も殆ど摩耗しなかった。又

或る曳船で常に砂粒の混じた水中で動いている7吋半の

… 蕊

砂が軸受に浸入した場合，砂は軸によりゴムの面に圧

縮されるが軸の回転により，茎ムの面を通過し次広邇水

稲に移動し水に』ﾐり通水溝から外部へ排出される。〔霜
9図参照〕軸

この為ゴ.ム卿受

及び刺lを傷つける

ことは全然ない。

リグナムバイタ戦
受とゴム軸受の比

較鳶真を第10図及

び第11図に示す。

次にゴム軸受は

重い荷重を受けて

も軸のデフレクシ

ョマは甚だ少な

い。ゴム軸受を用

いると軸のデフレ

グ

a

、

1

一

垣

鍵篝
節、9図いると軸のデフレ

クションが極めて大になるだろうと考えられるが，これ

は全く事実に反するに.他の荷重で支え得る荷重は,ゴム軸

受でも全く同織に支える事が出来る。ゴム軸受に於ける

軸のデフレクションは大きい煙の軸，大荷重の場合でも

左程大きくない。ゴム軸受のクリヤランスは金属又はリ

グナムバイタ軸受のそれより,l､さ心ざ実例によって示す
と 昼

軋司一

錘室

; 認灘…

1直繧|軸長|軸の全貿荷|今

|z1"|i|雲1#州1
クリヤ｜

弩
・OEO〃｜

刈鶏,｜
｜,033〃

；
－

も

第7図軸受スターン〔孔はゴム軸受の水の入口〕

リグナムバイタ軸受は3ケ月毎に取換えねばならなかつ
ゾ

たが，ゴム軸受は3ケ年経過後も殆ど陣耗しなかった等

の実例がある。
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－ 用語解説，I
ブランケット・クリヤランス〔包括的な出入港許‘．

可〕

例えばシャムに於てブランケット･クリヤランス

が出･たとすると，シャム内に於ては如何なる港に対

しても，又讃卸荷の種類を問わずその開港に対する

船の出入が許可される。
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鋪10圏リグナムパイタ軸受

鯉9'/8吋，6ケ月砂粒の多い海水中で迦韓した
ものの按大岡。白い黙は砂粒がリグナムバイタ
の中に埋れていることを示す。
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とと，材質彊靭で屈曲に対する抵抗大なること耐腐蝕性

を有する点でゴム軸受にとって満足すべきものである。

運転中に生ずる熱量は僅少でも，適宜に排除しなけれ

ば漸次危験な状態となるので，運転中軸受を邇じ少量で

よいが，圧力ある水を間断なく通すことが必要となる。

第13図にゴム軸受をスターンチューブベリアングに用い

た一例を示す。〔繊浜護模製造株式会祗〕．

燐大岡。軸受の摩耗は0.028"軸はU･U10
であった砂粒は全く見られない。

雛12図は軸受負荷とデフレクションの関係
を示すもこれは実戚結果によるもので,軸受
面積趣軸裡×軸長で計算してある。

ゴム軸受の装備

車軸又はスリーブは寸法正確，表面平滑で
出来得れば研講仕上げが望ましい。材質は致
密な耐腐蝕性高級青銅叉はモネルメタルがよ

〃

◆

い。殊にモネルメタルは表面仕上げのよいこ、
津13個
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－海運会祗だより一

及高明丸〔いずれも7,300重量屯〕

の建造許可を得て，前者は8月誕日

に完成した。其の他広長丸，向日丸

は何れも’万屯級鍾物飴として，現
在A・B船級取得の為，改造中であ

る。現在内航としては大天丸，大宙

丸，大日丸〔何れも1,500重量屯級）

等を以て大々的に九州茨，北海這淡

の積取に従事せしめ，外航としては

クラスポート高栄丸(10,089重量屯）

をﾗﾝグーﾝ米積販りに,又新造鋸
高和丸を比島鉱石の種取りに配船し

逐次外航配船を本格化した。

5月に至り，ニューヨーク，コン

チネンタル，グレイン会肚よりの引

合で，前述の高栄丸を往航アルゼン

チン向けに配船し得た。続いて同会

曾祗よりの懇望により広長丸倭託船〕

海一連會就だより

大同海運株式會祇
、

な状況に立至ったので，それまで傭

船委託船を行って来た諸会祗を吸收

合併し昭和18年には，自砒所有船

12隻，71,459屯，蹄船約60万屯の配

船を持って，遠洋，近海の臓迭を行

うに至った。

この間世界状勢は極度に緊迫し，

満州事変は日華事変へと進展詮に

第二次大戦の勃発にまで立至ったの

である。

戦争期間中当祇としては，代船建
造13隻を増加し，創業以来29隻，17

3,703重量屯を所有したが，この戦

争により，22隻137,148重避屯を喪

失し終戦時は6隻，27,248重量屯に

減少，叉禰戸室漢に際し，本融，別

館が戦災を受け，その被害は莫大な
ものであった。

維戦後5ケ年，日本の復興ととも

に，船舶運航もまた戦災より立上り

自由民営への還元，そして現在は，

外航配船の許可も得られんとしてい

る。本祗は第2次新造船建造計画に

於て先づB型航洋貨物船高和丸〔7,

177重量屯〕を建造し，戦後本邦最初

のA,B,Class船を取得すると共に

第5次計画に於ては，同型船高昌丸

昭和5年創立といえば,未だ20才の

若さである。然しながらこの20年間

に残した当会祗の足跡は誠に偉大な

ものがある。束京,上海,米国シヤト

ノlに支店を開き，黄本金50万円で発

足した当会祗が，現在黄本金5,000

万円となり,2億の増賓を目論見つつ

あると云う一事を以ても祗の内容が

如何に充実して来たかばうかばえ

る。世界各国の港に荷物を這って歩
、

<運航業者として，昭和7年以来の

業界活況め波に乗り，内航としては

泰皇島淡，揚子江南洋鋼石，華j嘩

中蕊，南洋材，米材及び九州炭等の

秋荷を満載して，日本の沿岸を縦繊

にはしり，外航としては，北米，濠

笈の小麥，木材等の外，昭和8年に

は，北米定期紘路を開設して'0隻，
93,970重量屯の傭船，委託船の配船
を行った｡昭和11年,職入油1旨の獄
逢を行う為,傍系会職昭和タンカー
株式会祗を設立し，日章丸,宗像丸等
45,811重量屯を建造，北米，ペルシ

ャ等の油脂識取の配船に従事した。

腿和12年頃より海運市況は極度に硬
化して来た為，単にオベレターとし

て相当量の船腹を震得するのは困難

が8月7日ブエノスアイレス向に出

港し･，近く第3船星光丸(委託船)の

配船も定り，更に第4船も引合中で

ある。叉比島その他の南方諸国の荷

動きも相当量あるので.C.F.Sharp

&Co.,と提携で，鉱石，材木等の

積取りのため，高浦丸を同方面に配

船することになっている。現在外抗

申請中のものに，南米定期航路’比

島定期航路あり，又日産汽艦と提携
して印度定期航路をも申請中で，当

祗外航配船の將来は誠に洋々たるも

のがある。

－●一

式大同海
赫戸帝=蓮田腫浪花町2了

東京.芝浦.横漬.名古屋.若松,門司八幡

本祗

支牡出張所
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夕

水加熱は主タービンよりの2段朧気にて行い150｡Cとせ第5次新造船と補機特集
る場合と比較している。表中toは給水温度,ioはその

給水のエンタルピー,.7Bほ汽罐効率を示し’蹴給蕊瞳タービン油槽船.と補機
燃料渭費量の欄にて上段は上記の前者の場合'・下露土後
者の場合である。〔第1表参照〕〆

少

多木滿壽雄（2）エコノマイザーの装備：木船には燃焼室周辺を水
，冷壁でかこめる2胴式水管瀧を装備しル又エコノマイザ

ーを煙路に装備して排ガスの熱量の回收に依り給水温度
，、基本計萱一 を高める如くし鯏効率を上昇せしめている。

本船の計画に当り主眼とせる点は下記の如くである。． （3）抽気サイクル：ランキンサイクルでは復水器に於

乃ち‐ て冷却水に与える熱量が非常に多く損失が大である。本

艤鰯擬驚撫篝溌燕鱗装鵠聯
露繩肯費量を減少せしめる為,一方に於て主駿及補溌タリ

（4）蒸溜器の給水加熱談用：蒸溜器用の冷却水は主汽

嘉難鱸欝魏撚鰯懲悪鰯繊への給水に依り行い蒸化鵜に於ける発錐蒸気を蒸趨せ
しめると共に，一方給水を加熱する如くし，従来の海水

ける熱損失を減少せしめる事を目標とした。

〔,〕高圧高温蒸気の使用：舶用サイクルとして最も多に零われる熱損失を防止している。
（う）襟撰頃の全電動:航海中使錘易弄‘‘”0脇カターピン始鋤【料講唇燈比'絞表
画一姪$斜生ロー工丞…E癌0－1，＝､"＝ロ･を2＝日一

ョ『

、

|，繍霊驚鱸鐘t鰄驚職荷役能率を極力向上せしめ様とした事｡

用に補溌は全電動とし電源は復水

式主ターボ発電機より供給するも

のとし，補撰に要する蒸気愛を減

少せしめている。但し非常の場合

例えば穫関室内渡水甚だしくビル

ヂの急速排水を要する場合や，火

災にて電動雑用ポンプのみにて不

足の場合には汽動補助雑剛及消沈

ピルヂポンプを使用する。

（の航海時熱平衡線図：〔第1

図)に示す如くである。
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‐第1表

ノ

<用いられているランキンサイクルに於て蒸気の初圧及

初温度が高ければ高い程，又_.圧の低い程熱効率は上昇

するものである。本船に於ては主磯蒸気圧力及温度を

30at409｣Cとした。当融の賓料によると蒸気圧力温度
の上昇に．よる熱効率の上昇，従って燃料消費量に及す影
響は〔第1表〕の如くである。

この表に於ては,6,500SHP.ダーピン船を標準にと
り，給水及蕊水ポンプはタービン騨助とし，補機排気
にて給水加熱を行い,110Cとせる場合と,本船の如くポ
ンプ類全電動にて主汽咽ﾙこはエコノマイザーを装備し給

§

腫
漁
陰
悔
１
１
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錐1図航海時熱平衡熟図
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（7）荷役能率の向上：荷役能率を向上せしむる為荷油

ポンプは500M@/H×105M(最大〕のもの3台を装備，釜

力最大負荷の場合を考慮計画している。〔第2図参照〕

を有し,荷役時間の短縮,荷役能力の向上の為，吐出巷蚤

500M3/H,吐出圧力最大105Mの力量を有する荷油ポン

プ3台'排気通風磯1台，ピルヂエゼクタ－1台，カロ
リフアイヤ－2台’ドレンクラー2台，ドレン移動ポン

プを装備している。叉パターウォーズ式油龍洗淨装置を、、

装備している。筒荷油ポンプ3台を全力最大負荷にて使

用する場合には〔第2図〕に示す如く計画している。

(2)荷油ポンプ:荷油ポンプは邊油管に蓮絡,貨物油
の積込,移動,荷揚に備え，且つストリッパー主管にも連

絡各貨物油鎗の残留荷物油の荷揚に備えている。筒,-台
はパターウォー家ポンプとしても使用する。

（3）排気邇厘鱗：ポンプ室内のガス排出用及油鮠の吸

気用として備えている。間その他油総の排気用としては‘
移動式スチームエゼクター及ポンプ室内ストリッパー枝‘1

管にスチームエゼクターを装備している。

．(4)バターウオーズ油鮠洗漉附属装置：〔第3図〕に

示す如く,'カロリフアイヤ－2基，ドレシクーラー，基ド
レソ移動ポンプ1基，ドレンタンク，基及バターウォー

ズポンプ(荷油ポンプ談用）1基よりなり，バターウォー

ズボンプに依り海水を吸引しドレンクーラーにて熱交換

を行い，謂々 加熱されたる後カロリファイヤ－2基に入

り,約80℃に加熱されたる後各油艫上部に備えられたノ

）

釣

鋪2図全力溌大負荷荷役時の熱平衡及給水線図

2ざ磯開室補機

（]〕油圧獅‘縦装置及操縦辨用油ポンプ：本船に於ては

従来多く用いられた大きなハンドルにて直接辨を開閉す

る方法を止め，油圧に依って操縦辨を開閉する油圧操縦

装置を採用,拶縦を軽快確実ならしめている｡この為独立

油ポンプ1基を設けている｡乃ち'1､型操縦ハンドルの操作

により，リレーパルブを開閉せしめ，上記油ポンプより

来る油圧の梼縦辨〔前進,後進)にかかる圧力を調節或い

は遮断し撒縦を行うものである。操縦辨は常にスプリン
グにより閉止uようとしており，油圧の如何によりスプ

リング圧力に抗し適当に開閉する。周上記油圧に依り自
側危急停止装睡及手鋤非常停止装置を術えか､る。
（2）主潅班照誘引迩厩綾：各汽蹴煙路め適当位腫に各
1台宛装置し『エコノマイザー」及び塞気豫熱器を邇過
する燃焼ガスを誘引するものである。乃ち，謹圧遥風機
と誘引邇臓機と平衡運賑す･るもので，この平椀邇風によ

り，重油バーナーの噴霧状態と燃焼ガス征流邇状況を最
適に調節し，汽継効率の向上を計るものである。
（3）補給水ポンプ：〔第2図)#こて分る如く全力最大負
荷にて荷役時発箆撰,11復氷ポンプと並行迩娠し，蒸溜水
梢より補給蒸洞水を吸引し，給水ポンプに途るものであ
る。、．

（4）蒸溜水汲上ポンプ：〔第1図）及〔第2図〕にて
分る如く機週室下部のドレンタンクに溜った各種ドレン
及清水蒸溜器よりの再蒸溜水を上部の給水槽叉は蒸溜水
糟に塗るものである。

3at
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節3図パターウオーズ装雷系銃図

ズルより噴射され，各油腕内部を洗群するものである。
バターウォーズポンプの吐出圧力は約140Mとし吐出容
量は約120M3/Hとしている。カロリファイヤー加熱用
蒸気は補助澱より逢られ約3atにてカロリファイヤーに

入り海水を加蕊復氷したる後，ドレンクーラーにて更に

冷却され，ドレンタンクに入り，移動ポンプにて磯関蔓
に移逢される。

（5）ピルヂエゼクター：主ポンプ室内ピルヂの排出用
として装備する。

（6）全力最大負荷荷役時の熱平衡及給水線図：荷油ポ
ンプ3台を全力最大負荷にて使用したる場合の熱平衡及
給水状況は〔第2図〕にて明らかな如く，この場合総所要
蒸気量は約22,860kg/Hである。2号韮の最大蒸蕊蛾

今

'ヨー

3．菫ポンプ室蒲機
F

<1)橘要：本総は油鯰伍間乃ち船体中央に主ポンプ室

－31－
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揚剣鯉j船首鯵甲板上に1台，繋船競用。揚笈磯は前

・摘後橘前面に各2台づ侭，繋船諭州。繋船鍵ま錫貨穫
後部楊錐綾蕨用1台。操倣溌まジヤネー式〔ボンズiO

HP2台）を装備し，ブランジヤー式人力油圧ポンプを

讓備に有する。操舵室操舵輪より「テレモーター」に依

り操作する。その他冷房用冷凍磯及び冷識応用玲凍磯を

装備していること別表に見られる通りである。

約9,006睦鯉であるから主汽耀より減圧，緩熱して応援
する。永管鎚特に高圧高温罐に雄ては篭の寿命，効率
の点に於て蒸溜水を使用した方がよいことは勿論であ

る。この場合に於て,も主汽罐に対しては蒸溜水を使用す

る如く考慮してあ§る。又給水中含有の寒気ガスに依る腐
営防止の為，可能なる限り発霞溌明復水器復氷ポン
プ，密銅給水調整辨に依り密閉給水としている。発電嬢
用復水ポンプの力量は9M3′H×40Mであるから不足分
憾補給水鯰より補給水ポンプに依り吸引，直接給水ポン
プに暹水する。・

主汽罐に依る応援蒸気鼠は汽笛其他損失を含め空,8<0
KGIH-9,00MG"=13,g60KGIHであるが，主発電
磯及敏気エゼクター用蒸気"0KG/Hはそのまま使用し
禅るから補給蒸擢水量は12,910kg/Hである。この内補
給水ポンプにて給水ポンプに送られるのは･4,860kg/Hと
なるわけであるc筒蒸溜水槽}j嬢関室に鐘T1個及び錯体
侭謹罐永癖区劃1]7Tを蒸溜永続として使用する｡蒸溜
霊が本船の如く給水力職兼用の場合蒸溜量は給水量に支
配されるから，譲め銃海中に蒸溜器を使用蒸溜水紘に貯
譲しておく。上に述べた如く補給すべき蒸溜水量は12,
910kg/Hであるが，この場合蒸化器蒸溜器は各2器を
杖用し，義雄水槽より約1,600kg/Hを再蒸溜し得るから
蒸溜水槽の蒸溜水は12,910kg/H-1,600kg/H=11,310野 ざ

kg/H減少す黄る。荷役に要する時間は約13時間であるか
ち，荷役完了迄に約]",000kg/Hの蒸溜水が減少ﾆｻーる。
故に藻めこれだけの蒸溜水を貯蔵しておけばよい。’方
菰油ポンプ等潰.動補撰に使用した排気は，補助漉用給水
加熱器叉は補助復水鵠こて復水し，カスケードに落ち補
助雛用給水9,000kg/Hの残りは養瀧水糟に落ちる。又低
圧給水加熱器蒸化器に使用された排気のドレンも義雄水一

鋤こ落ちるから謹漉水槽の水は増加することになる。

4．前部ポンプ室補磯

本船の前方には貨物鎗を有し，その直下は補助ポンプ
室及燃料油龍となっている。前部ポンプ室には清水ポン
プ1台〔堅ウ4-シ'ントン60M3/H×25M)ピルヂ談重油
移動ポンプ1台〔同上180M3/H×20M)を備え，前者
により船首部清水誰脚荷水鮠よりの清水の移動,.=及び後
齋に依り，船尾部荷物鮠内のピルヂの排出及船尾部燃料
誠読より軍油の移動に備えている。

q

ー

6．其の他

其の他本船に装備せられる特徴ある緋繼としては-ド記
の如きものがある。

｡(1)K.B､K.式自側給水加減器：従来汽確用自働給水

力磁器としてはロボット式コープス式等を使用していた銘
ガ船舶のピッチング，ローリングに対し信繊出来るもの

ではなかった。本K.B.K.式は汽胴内水準面の中央点に

フロートを装備している為如何なる動濡と傾斜の状態

にても水位は常に一定不変にてピッチング，ローリング

による影響を根本的に解決したものである。〔鋪4図〕

4

１
１
１

喉り

露4図K､B.K.弍白耐給水加減器略図

の略図に示す如くフローI､Bとその上下により鍵敏に作

動するリレー部分Fと給水管系Jに塗傭した給水加減辨
K及作動用水(油〕圧を与える水(油)梢Rより成っている

力耐辨KはスプリングLにより常に開口する襟に働いて
居り，一方辨上部ダイヤフラムMには水棚より笹Xを通

じ彊力なる水圧がかかり，スプリングの力とつり合って

いる。一方リレーバルブHにはわずか0.Skg/cm2の水圧
と1Litjminの水量しか通らぬ鎌にしてあるから，その

所要力量は僅少にて僅かの‘フロートの浮力を〔錘頁へ，

5．甲板補機

船は船首楼＃腱楼及び中央船橋楼を有し，船首上甲
板に5屯1本，船尾-上甲板上に3屯2本，船尾楼上に3
屯2本のデリックブームを畿備している。
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2．最近のB型タービン船用の捕溌

駿関の熱効率の点から考えれば，内燃溌関を裟備する
モーターシツプに依らざるをえないが，重油賓源の乏し

い我国では石炭を燃料とする汽船が無難であり，これに

重油が容易に手に入る間は重油専澆もできて更に効率を

高めて行く~と云った併用方法が，各祗共第5次B型船に、出

採用されている様だ。勿論駿関は蒸汽磯関として最も効

率の高いタービン汽溌が装備され，汽罐も水管罐が装備
されて,現今に於ては最高級の船であると云ってよい。‐

ところでこれ等汽確の効率及びタービンの効率はj，舶用一

の場合では種々な制約があって，現在米国ウ祗で製作さ

れている発電所のプラ･ン卜の如き，蒸気圧力85妊毎卒方

糎，同温度650｡Cの蒸気タービンの如き高効率なものへ

の改良は容易でない。差当り主磯関の蒸汽消費量の49％

も．占る補磯頚に対し計画上の検討をなし，幾分でも燃料
菱の節減を計らねばならない。

B型船の機謂部要目の一例は28頁表に見ることが出来
る婁

これ等の内’航海中連続に使用している補驍は充電機
'台,給永御筒'台,循雲水御筒,抽気御筒,復水劉筒
’台’操舵磯’噴燃装置，送風磯’台，通風磯3台，油
御筒’台’調上器及附属御筒’台等であって今本職が経

済速力で航走している場合の汽確より発生した蒸気が如
何なる割合で主溌補磯に邊られ更にその排汽が復氷とな
って汽罐に還って来るかを調べて見ると

1．緒言

怒戦当時殆ど足腰のたたぬ迄に打のめされて数百隻に

のぼる優秀船が全く萎を消し，生き残ったのが氷川丸他
I0指に満たぬと云う真相が明らかにされた時，我々 は只

啄然としたものであった。当時は全くお先き真渭で海運

関係造船関係の見透しもつかず，これではいかぬ，何ん

とかせねばならぬと,･暗夜を手さぐりで歩く嚴なあがき

かたであった。それがその後3次4亥5次船と引続き種

々の制約を受けながらも，造硲計画が許されるにともな

って，所謂艦本の工事簡易化の情勢も改められ，赤特殊
寺

物件と名付けられた当時の既成補磯顎も嫌らわれ，第5

亥船にいたって漸く一応戦前の域にたどりついた感じを

持つにいたったのである。処でさて優秀船が出来る穣に

なって来たと思った喜びもつかのま，船価高播に加え燃

料その他需品の値上り，海員の労働条件の向上に依る人

件鐙のかさみその他で，船会祇は目下の運賃でば全く採

算が取れず，南方向け一航海しても片荷航海では大きな

赤字となる始末である。こうなっては我々も船会牡が有

っての造船所である;何としても大巾に船価を切下げ,磯

関の効率を高めて，燃料費の節減に努め，船会祇が成り

立つ嫌に真剣に考えねばならない。今船価の切下げに対

しては既に各造船所共熱心に検討され，我々技徳者の立

場からも，種々考えられる点もあるが，これは別の椴会

に論ずるとして，次の燃料蜜の軽減に対して現在のB型

船の状況を少しく検討して見たいと思う。

経済速力厚於ける主磯出力3,000馬力

荷物満載せし場合の速力13浬

燃料消費量(重油)毎時1,482既

燃料1班に有する熱量(カロリー）

9，000
、

汽 確の効率77％

蒸汽圧力(汽瀧出口)毎平方種．20旺

蒸汽混度〔過熱蒸汽〕3侭｡C

汽罐給水温度110oC

汽罐－→蒸汽割合一→排汽処理一一>復水

０
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”補鱗頃のグランド亦はジョイントよりの鰕州及辨
3．計藍上の桧討

コック類の漏渡等による蒸気損失も長時間に渡れば相当．

1〕汽船に於ける補謹の電化問題は相当古くから論議大きく表れる。本綴に於ける罐水消撞遥は大体1日]5屯

されているが，種々な難点があって実現は容易でなかコノ程度であるが，この点に充分注意されて現狂12屯位に減

た。B型タービン船では前項に記せる如く可なり電化さ少している実例もあり1日3屯の節水は潅水が蒸溜水で

れている。然し給水御蔚と〃雲水卿筒がターポー式でああるだけに軽頑出来ないものである。

ってこれ等の排汽に加え発電渡の排汽と共に多量の排汽3〕これ等の点は濃関士としては勿論常識があるが両

が給水加熱器及蒸化器に消化し切れず，低圧タービンに磯関の負荷の増減に相当して名椛機の運転状態を適当に

送られている。；嘘の如く除剰の排汽を低圧タービンに入調整し，亦感水ブローの厄数及スートブローアのブロー

れて推進力の桶いにすることは先ず常識であるが，実際回数を充分研究し，更に甲板迭汽を管理し，効率的逮舗

問題としてこの手段は他の面から考えて得策でない。故が要望される。

に更に進んで給水御蕊と徳雲水御筒を電化し，発電罐災
5．結論その他排汽で第2亥給水加熱を行い残餘を蒸化器に暹入

し蒸発量に幾分の縫総があれば碇泊時の補給水用に謹護細部にわたって検討する事は容易でないが，要は-蝿
し置く様に計画改善を計れば更に効率的であると考えら関に最も適した効率的な補櫻頚及冷却器類を窪定するこ
れる。とであって名補蕊謁の均麺を整える事こそ最も必要であ
”甲板譲滅即ち操舵鱗揚錨穫，鴇貨驍等も電化さる。戦後哲ら<は各造船所共完全に立直っていない時に

るべきものと考えられるが，種々 な事情があって釜瀞汽受注識の建造を急ぐ絵り容蛍が多少不均衡な物でも既成
動式が採用されている。これは当時の計画としてはやむ品を鍵傭したり；設計する測間が無いので右り合せに図
をえないであろう。然しこの点は漸次研究改善すべき課面で製作したと云った感じがないではなかった。然し今
題である。後は標準船に対しては最も適した各々に補撰頚を計画没
3〕その他の補鰻も全部電化する事は経済的な面から計して総てが例えばウエヤー型卿筒の如く改造の隣地無
見て理想とする処であるが，実際取扱上の点から考え碇き迄に至れば自ずと稀機の型式も統一され駿関蓑内の記
渡用給水御筒，同発電磯,雑用御筒及噴燃油卿筒を汽動眉迄標準化し,延いては多量生産も出来，紹緬も切り下
補凄として置くことは碇泊中の場合はむしろ効果的であげ得られるのである。ここで我々 が涌切に感じる難は蕊
るろ，．々造船所側としてはその型め船に対しては違造中は勿‘諭
哉〕斯く見て来るとタービン貨紘船穂渡の中で電化の就航後も常にその航海成繊を充分検討し，改善すべきは
残るものは翁放射卿筒1台のみとなるが，これは電化し多少経選面こ於て苦し〈とも進んで改善し，亦永年海上
て差し支えないのであるが幸い雑用御筒と同型であるか．勤務され嬢関の取扱いに多くの体験をもっている多くの
ら雑用御筒の譲備的性質を持たせたものであろう。駿関長等の意見も取り入れ，造船所の特性を生かしただ
5〕補溌の電化偶擢を考える時常に我々 に老えさせら全な標準船としての蓑料を整え，飴会祗の(笥畷に応う可
れる事は現在の電気製品に対する信極性である。立派なきである。
電気自伽装置とか電気磐報装濯を装備しながら，筒且つ他方船主側も極端な言い分かも知れないが，標準船をダ

機械装置を併用している例が相当にある。我々は人力の建造される場合，ス1,ツクボートを瀧入される気持であ
穣械化に努める一方更に進んで磯城の自働化に研究改善って欲しい。船主が発注された新迩紹に対し種々の賊会
して行く可きである。 勝勢を考賦され亦蹴船計画上の点から造総諏の黄溌に変

更を指示される躯は当然であろうが，それがために高度
4．取扱い上の検討

に標準化』;Uれた計画がくずれれば，各部の均衡を夫l船
’〕補機の排汽操作を軽硯して失う熱量が相当にあるの高性能を害するとともに船側の高篭にも起凶する蕪を
例えば密鰯排汽装置の不調に気付かず排汽溜の圧力が上恐れるのである。
昇し補擬復水器に至る自側開.3ﾄ辨が開いて逃出したり，

②

〔中日本祁戸造船所外業部謹関課蕊装係長）
亦給水加熱器等のドレンl､ラップが不調で，器内にドレ
ンが満水し加熱器の効率を低下せしめたり，荻は威圧辨××
の不調で所要圧力以上の高圧蒸汽が送られている等案外
馬鹿にならぬ熱量の損失がある。 × ×

’
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(b)ピストン冷却油及潅滑油ポンプ・

燃油噴射辨冷却油ポンプ

両ポンプ共ダブルヘリカル歯車ポンプで1台の電動裳

(70HP.516～720r.p.m)に串形に蓮緒し共通合板上
に置かれる。前者ポンプは下部油タンクから池を吸入し
減冷却器を経て主磯の各軸受に注油及ピストン冷却を行

う。後者ポンプは燃油主管から吸入し主磯燃料噴射辨を
冷却し，再び燃油主管に戻す。重要な補穰であるから運
転の確実性を期するため，鱈の周速度を低くC7m/S以
下〕とってある。このポンプも油温度が低下し耗度が大
となった時の際混じらぬようにしなけれ膣なら画。莚勤
時とか,伽温油質により誠の納度が変った際を考えて電
動嬢は変速としてある。、，、
(c)油冷却器

2基を並列に使用した時，海ZI娠度300｡Cで油温度を
50｡Cから40℃まで冷却する計画である。一般に戦後の

計画では海水温度を高身取っている。元来播護というも
のは種々 の状態下で効率高く主溌が運転せられる巖計画
すべきであるから，主穫の性能によく適合すると同時に

充分の餘硲ある計画としなければならない。長年使用号

れば磯器の能力は幾分か低下するもので，主駿が古くな
ると諸補撲の負蒲はふえて来る。したがつし･補撰の計画、
には充分な除硲が必要である。したがって本船の謙論議
は何れも大形となったが，油冷却器も従来のものに較べ

て大きくした。その為冷却管数も多く長さも長くなるの
で瞥板に無理な力がかからぬ糠管の伸縮を自由にする為
フローチングヘツド形としてある。

冷却管は継目無黄銅管でネーバル黄銅製の管被に誉凌
げにより取付ける。胴体は銅板製で鋳鋼のフランヂ部を
溶接，水室及カバーは鋳鉄製である。

1．緒言

戦後既に相当数伍賭が建造され’中には斬新な計画の
ものもあったが，これに装備された誌磯器は玉石混合で
所期の結果に及ばぬ場合も少<なかった。この理由は一
つには従来大形船に採用されて好結果であったものをそ
の儀小形船に応用した点にあるので’この点に関しては
検討研究が加えられ’次第に所期に近づきつつある。更
に各関係工業の復興や外国船建造による刺戟もあって，
現在に於ては略々戦前の水準に逹している｡戦前水準は
今では決して誇るべきものではないが,技術の向上には
段階と時日が必要であり’且舶犀嬢滅に於ては特に運転
の確実性が重要であるので’第5次船の計画に当っては
戦前の優秀側'船をモデルとするに止つた。
従って第5次船樵溌としても鴨に述べる点はないので
あるが，各磯器について一応の説明を附し'・將来どのよ
うな点に研究を加えるべきかという点について考えて見、

たいと思う。
本船の概要及び補班験器要目は2S頁表に示してある。
ヂーゼル船であるから補艤はすべて電動で，電源は直流趣

220Vである。、

、

口
■
夕 Ｕ

ｐ
１
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2．航海用浦助機械

主磯運転に必要なジャケット冷却水ポンプピストン冷
却油及汲滑油ポンプ’燃料噴射辨冷却油ポンプは各2基
を備え内1基は讓備磯である。油冷却器は2基併用の計
画であるが，海水温度が低い場合は1基のみ使用する。
(･a)ジャケ､ソト冷封I水ポンプ
，繊置両吸塾の渦巻ポンプで主磯のジャケット及汕冷却
器に冷却用海水を途水する。海水温度が低い場合には主
溌冷却の度がすぎて効率が低下する故，ジャケットを通
過した氷を再びポンプ吸入側に戻して海水を｛『還させ’
冷却水の温度を調節する。又主機の負荷及海水温度に応
じ効率よく迩転するよう電動嬢(4uFIP.1100～]300r.p.
m)は可変速となっている。
本ポンプでは曠蝕が慨題となるので’ケーシングは青
銅，莎根車は戯青銅，車軸はマンガン青銅を使用してい
る。溌関室の正面が充分にあるので解放の便宜上鱗形と

、

’
3．潤滑油移動ポンプ燃油移動ポンプ

潅滑油移動ポンプ1基〔電,1･5HP.1500r.p.m)燃
油移動余ンプ2基(15HP.900r.P.m),燃油常用ポン
プ1基(1.5HP.1500r、p､m)を備えている。之等のポ
ンプは何れも祇形のダブルヘリカル歯車ポシプである。
汕清i§『磯は潤滑油用2基燃油用2基あり何れもドラバル
形である。ヂーゼル船では油清撒梢は常時運転せられる
故その‘作動が確実で故障のないことが必要である。

、

した。

35－－
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る。但し本船では此のポンプ以外に吸入水頭の大きなピ

ルヂポンプがあるので，本ポンプは構造を簡単にする目

的で上述の溝造とした。

5．其の他の機関室補機

(a)衞生ポンプ及嶽水ポンプ

両ポンプは全く同一形式容量の横置渦巻ポンプである

が，溝水ポンプには真空ポンプが附属している。電動磯
はともに2．5HP，3500r.p.m.

衛生ポンプぼ海水又は温水をサニタリタンクに途水す

るがサニタリタンクにはフロートがあり，リミツトスイ・

ツチを操作して自動的にポンプを発停してタンクの水面

を維持し水の供給が絶えぬようにしている。此の目的に

はハイドロブアシステムの方が適しているが，．日本では
採用されていない檬であ．る。

満水ポンプは二重底清水タンクから揚水する必要があ

るので真空ポンプを備えている。此のポンプは特に吸入
が困難なので前述の理由で真空ポンプを別に榧きうリク

シヨンクﾗｯﾁを介して回“しめる事にした｡真空ポ
ンプが作動しポンプ内に水が充満してポンプが正常に運

転するに至ると，ポンプ吐出圧力の作動で自働的に真室

ポンプを切放すようになっている。

(b)邇風磯械〔電．7HP.1200r.pm)

綴関室後部の2個の通風筒内に各々 軸流式通風磯を装
備してある。通風護を高速にするとどうしても騒香が高
くなるので，翼の形，特に厚さに注意しなければならな
い。‘

(c)雛附属補磯

給水ポンプは竪形ウエラーポンプ2基で内1基は鷺鋪

である｡遙風磯は電動シロッコ廊油ポンプは'基は電
動1基は蒸気動で，蒸気圧の低い時は圧縮室気でも運転
することが出来る。

繊置補助復水器は航海中はジヤケ･ツト冷却水ポンプか

ら，碇泊中はピルヂバラスI､ポンプ或は雑用ポンプから
送水される。

潤滑油清筒磯及燃油清浄機はともに3.5HP･1800r.p.m
の電動磯で駆動されている。

〔西日本重工長崎造船所技師〕

4．ビルヂ，バラスト，消防，雑用ポンプ，

ピルヂボンプ，ピルヂバラヌ･トボンプ，消防雑用ポン

プ各1基がある。

(a)ビルヂポンプ

撲関室内のビルヂを舷外に排出するのが主目的である

が，タンク内の疏油の移動にも使用される。二聯成ピス

トンボンプで二段歯車減速装置を介して可変速電動磯に

より駆動される。ポシプ辨はキングホーン辨で軽く，故

障も殆んどない。

この形式は容量に比べて形態が大きく，減速装置の香

轄も高いが，聴別な呼水装置が不必要で，又吸入側の抵

抗がふえても〔ピルヂの吸入側には汚物がつまり易い〕、

とにかく水を吸引するので，取扱上極めて具合よく広く

採用されている。歯切り等の工作の点で嬬曙する点があ

つ7こので減速装置は2段としたが，之を1段とし構造を

樋素にし,且均整の取れた形態として狭い溌関室内に適
合,したものとすべきである。

rb)ビルヂ，バラストポンプ

消防及雑用ポンプ

両ポンプは全く同形である。用途はピルヂの排出；バ

ラストの移動，補助復水器への送水，プロペラ軸受への

冷却水の遥水，甲板洗及消防用として雑多であり，又清

水の移動にも使用される。

ポンプは竪形2段の渦巻ポンプで下端に真室ポンプを

備えている､用途が広いので高低圧両用に使用され(バラ

ストの移動，甲板洗消防等は高圧となる〕'二様の性能

力雲求される。従来は2枚の忍根車を高圧の際は直列に

低圧の際は並列に使用していたが，切換辨が必要で配管

が複雑となるので，本船では迩根車は常に直列とし，要

求される二性能を出し得るポンプとした。筒電動磯〔60

HP､1300～1800r.p.m)は可変速とし常にポンプを効率

よく使用し得ることにしたb

墨のポンプで最も問題となるのは真空ポンプと軸受と

である。ポンプの運転中は何時も真室ポンプが回膳して

いるのは，ポンプの摩粍を早くして好ましくない。溌種

がふえるが別に独立の真空ポンプを設けi主ポンプと連

動させて自動的に発停出来る如くする方がよいと考え

／
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創立2周年．記念號内容j

10月のニュース解読….･･･…．.．．……吉田精頴創立2周年を記念して11月記念号を御購入の読者に，

雲呼礎轌蝋wシ:蠅省総鵬局職篭絢繍蛮1螺鍵聯蕊瀞
デー ゼﾙエンデン燃料としてのポイラー油琴450(〒35)を¥350(〒35〕

船舶技術賓料第1集〔アメリカ大型タンカー集〕…･････････…･･．．…･古山圭一郎
審40〔〒5〕を￥30（5〒）〔特集〕タ緬鹿船に対する各船会祇の計画と挿負．
第2集(A.B調査賓料)¥45(〒5)を¥35(〒5]

、
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ることのないよう入念に工作せられる。織動器は錨の走

出を加減したり保持したりするためのも､ので各車鎮の側
部に設けた制動輪を鋼帯で桑める躍擦式が普通で錨鎖の
彊さに応じ充分頑丈に造られている。

揚錐機Iこは筒両側に鎖車とは別個に廻転式ることの出
．｜来る索捲を設け繋船作業に使用する。

揚鐙磯の特性〔速度調整範囲及その微妙さ〕としては・
蒸気磯関駆動が理想的と考えられているが電動式でもこ、
れに劣らぬ特性を得るために，種々 の方式が採用せられ．
る。

即ち(1)WARDLEONARD式

(2)MOTORREDUCER式．、

(3).BoosTER式一

.(4)CRUMTYPECONTROLLER式〆ひし｜
（1〕は揚錨電動機と殆ど同容量の電動発電磯を，必要
とするも,ので能率よく速度調整範囲も広く且つ精妙であ一
るが複雑高価で重量も重くなるも大体100馬力以上の場
合及供給電源が交流の場合，②(鋤は(i)に次ぐもので
電動発電機の容量は約半分ですむ。大体60～100馬力前
後の場合は，“)電動発電磯は使用せず特性は以上に比

’
し劣るが小型軽量で簡便である。大体60馬力迄の場合で
ある。

甲板上に螺露される揚鋒磯用電動渡は，密閉水密型に
構造され制御盤，抵抗等は甲板下室内に装備せられる。
蒸気磯関はまい荒天時では電動磯の場合に比し運転準備
や故障の倶れある点等で幾分不利のように老えられる。‘’

(B)揚貨機<WINCH)(写真参照〕、
揚貨磯は普邇汽船では蒸気揚貨機,窓船及高識皆では
電動楊撰磯，デ‘f一ゼル船では例外なく電動揚鍾磯を使
用する。

揚貨機の装備に当っては総口の大さ，船諭の深さ及容
積，蝿揚方法等を考え各総口の荷役力が略一様になる溌
その力量，数を定める。

大体次の力量のものを使用している。。

電動揚貨磯では、

牽引荷重捲込速度電動磯馬力
3唾30～36米/分約46～57HP

5砿36～4C米/分、約28～33HP
蒸気陽貨機では

牽引荷重捲込速度瀞潔息術考
5"2C米/分8〃×12"2段漢遜。
3"40"S〃×12v1段域速
3〃30〃7〃×i2".

2〃30〃7〃×10〃石淡庫用

甲板補機の例

‐

揚錨樫

鎮車

手働鋼辮制動機

索 推

錨銚

錨鐡孔

制鍍器

錨鎖止

Wildcat

Steel-Band-TypeHandBrake

WarpingEnd

AnchorChainCable

HawsePipe

ChainCompressor

ChainStopper

（1）

（2）

（3）

“〕

（5）

（6）

（7）

(A)揚錨隈(WINDLASS)(写真参照〕
木溌は作動が円滑であって又錨鎖が錨鎖孔を邇して引
込まれる際は磯城に非常な衝盤を与えるので船舶用駿滅
として最も手荒い作業に耐える様且つその取付位置の関
係上風浪に曝露せられ手入も不充分となるので堅牢に構
造せられている。

揚錐膜の馬力は次によって定めている。

暢鵬馬力=且〔駕欺婆
誕にWa=圭錨重遼，冠
Wc==錨鎖6蓮の重避，庇

V＝捲上げ速度,9～10米/分

”＝磯械全効率〔錨餓孔，鎖車，刺I承等の
効率を含む）

実綾上叩＝50老〔電動機の場合〕
＝4(％(蒸気磯謁の場合〕

として差支えない。

揚錨機の主要部分は鎖車と制動器で左右の鎖車は夫々
片舷の錨鎖を捲ために別々 に作動することも出来る。鎖
車は5枚の歯(WHELPS)を有し錨鎖がよく吻合し造

勺
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ない現状にある。

援貨稜は主捲胴と両側〔又は片側〕に円軸上に設けた

索捲から成り蒸気穫謁に．は電動磯によ_り減速駆動せられ

る。電動磯穂動の場合は円滑さと騒香のない点等より芋

虫減速装置が一般に採用せられる。電動磯及管制器は甲

板上に曝露せられる為，密閉水密型構造とし管制盤及抵

抗等は本体と一体に水密に溝造するか甲板下室内に鑿術
する。管制器は従来揚貨磯と一体として磯‘則管制してい

るが近時管制器を総ロ近く別個に装備して楊貨磯運転貝

ガ貨物が溌内で処理され荷役鈎で吊上げられ，舷側を.超

え降下される迄焚物がよく見える糠にして能率を挙げ，
経費節減をも計るを目的として遠隔管制方式(Remote

controlsystem)が採用されつつある。
‐外側の索捲はデ･リック。ブームの吊索や張索を取扱い

叉蕊紹其他の作業に使用する。喧嘩捲荷役のみと考える

場合は索捲は片側のみでよく，而して紫紺作業上舷側ﾉj

になる檬配置する。一つの船で多数錫貨濃を装備してい

るものの中で一対以上のものに減速装置付･の主捲胴を遮

維装備して大重量物〔大体30唾を越える場合）を荷役出

来る様にもしている。、

(C)繋船機及車地機<MOORINGWINCHANDCA

PSTAN)<写真参照〕

船舶を岸壁に繋留する際繋留索を捲込み船を引寄せる

為めに使用する緩城である。

繋船磯は殆ど揚貨磯と変らず，只その主捲胴を取除き

繋留索の索販りに便利なように軸を両側外側まで延長し

蕊窒素に適する索捲を装愉する。

貨物船では普邇鶴首部では楊銀嬢の外側に設けた索捲
を繋留に使用し船尾部では繋船磯を装備する。

蕊船験の力遥は算出上の一定の条件がないので従来の
船の例に倣い叉繋留索の大きさ〔つまり船の大きさ）に

対して，その最大牽引力に応する巖決定するのが普通で
ある。

次に参考上の一例を示す。

純屯数、牽引荷重×牽捲速度

1000～30005m<12米/分

4000～50006〃×15〃

6000～70007〃×20〃

8000×10,0008〃×25"

躍船磯は即時繋船作業に使用出来るか否かが大切なこ
・とで，この点電動磯駆動式が有利である。又揚鎌撰や楊

i磯では特性上蒸気式が優れているが，蕊船機及捗盤撰
では，殆ど宥利とならぬ。それは繋船作業では，微妙な

遡動の必要がないからで索の捲込速度を緩めるには索賎
上の索を廷らしてやれるので又迦糖の必要もないと云え

､I

I子
I

’

１
１
１
１

揚貨桟

(揚貨板朋〕電動磯MotQr

主管制器MasterController

減速装置ReductionGear

主捲胴MainDrum

索捲WarpingEnd

寵磁制動器MagneticBrake

足踏制動器FoodBrake

抵、抗Resistance

デリツクプーム DerrickBCOm
4

場索.CargoFall

荷役鈎CargoHoOk

脳索ToppingLift

張索Guv

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

(8)

（9）

〔10）

(11)

（12〕

(13)
。、

①

複貨磯としてその特性上から云えば蒸気式が優れてい
る。特に喧嘩捲荷役〔2本のデリックブームを鮠口上と

舷外の夫々 所定位置に固定し，揚索を連結して2台の揚
擬磯により交互に捲込，繰り出しを行って1'/2トン位迄
α鍾物を速く場卸する方法で最も利用されるものである
が:釘繋が大きく大容遥の荷物は損傷し易い〕には特に右
飛である。

電勤〔直流〕式では常規ノッチで荷重が常規の'/劇とな
れば避度は略々2倍に，叉室荷では常規赴度の4倍以_上
になる如く-日微速運転も可能なる如くして撞力荷役能率
藍良好ならしむる如くしている｡､尚交流通勤式は速度調
蕊の微妙さ其他の点で未だ満足すべきものが得られてい

〆
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（1）（繋船機蹄)電副･機Motor

（2）減連装置ReductionGear

（3）廷長軸FxtenSionShaft

（4）索推WarpingEnd

祗動キャフ､スタン

（1）（キャプスタン)髄動稔Motor

（2）主管制器MasterContrcller

（3）減速装置ReductionGear

（4）索捲CapstanDrum

るからである。

車地溌は場所，其他の都合上繋船磯の代りに装置する

一か叉は揚錐磯と併置する場合がある。

竪軸上に索捲を装備せるもので繋留索は，殆ど何の方

向からも取ることが出来る。索捲方向は時計廻りが都合

よく大体逆嘱の必要はない｡‘朧動用電動機又は蒸気磯関

は索捲と同一台盤上に装置するか甲板下の室内に装備し

て延長竪軸上に索捲を装備する。

車

日
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船 舶用油清淨機

古山主一郎

Ｉ
P

[

13000～15000であるが極く小容量にしか適しない。後者

は前者より回転筒煙は大きく(300mm内外〕回転数は
低く(6000へ9000〕認効果は4000~5000位であるが
筒内に．.型分離板を多数入れてあり，この分離板間の赫

層に於て液と液との分離，液と固形物との分睦を極めて

効果的に行わしめんとするので容量も大きい。なお液と
固形物との分離専用にクラリフアイヤーがある。〔第1
図参照〕

緒 言

船船用糠磯はその種類が極あて多く，その用途も多岐
に亘っているが,その中で油清浮授はその織及び性能
が他の椛猿に比較して霞めて微巧である割合に，その用
途が従来潤滑油の情感という地味な仕事であったため，
これに対する関心が比較的に薄かったのではないかと思
われる。戦争により多数の優秀船を失った我国は，速か
に戦前以上の優秀商船隊を建設せねばならず，着々 その・
実現に向って進みつつあるのであるが，戦争中油を浪費
した我国では，戦後燃料油が劣質なものとなり，従って
戦後の大型商船には燃料油用として大型の油清蔵磯が搭
赦される傾向にありなほ世界を相手の貿易船に覇を称えー
るために運航菱節減の一方法として，より以上低級な燃
料油の採用が考えなれている折柄でもあり，本号に於て
油清浄磯の概要を述べ，次号''月号に引続きこれによる
重要な実験を発表し，筒一層の御理解を得たいと思う次
第である。因に吾祗の4型[20001/h以上)5型(3000
1/h以上〕等大型清筒稜は7月末現在に於て，第5次給
に43台，蟻出船に対して82台搭載されつつある状況であ
る。

ー

､

潤 清淨機の種類′

油情意機は大別して，シヤープレス型とドラバル型の
2種に分けられるが，前者は回り扇筒の直脛小さく〔100
mrn内外)･回転数大きく(15,000r.p.m),遠心効果は

－

密閉型

上述の如く，シヤープレス型は'1,容量にし

か適しないので，本文中にはドラバルについ

てのみ述べる。筒戦後の外国蚕料に乏しいの
で，外国のことは充分に腱わからないが，最

新型として輸入された磯械及カタログを見る
と，戦前のカタログに記載されているものと

同じであるから戦争中この方面には著しい進
歩はなかったものと思われる。

III

|I

ドラバル型遠心分離機の分離議溝

第］図に回転筒及分離板に於ける分灘磯溝鋪1図シヤープレス型ドラパル型同クラリフアイヤー
ー
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工作の請度さえよければ問題でないことは,ほ
とんど全メーカーがこの方式を採用しているこ
とで明瞭である。

2・ベルト朧動式鱗軸を用いず，竪軸をベルトで直
接駆動する方式で，吾国のH祇がこの方式を採用してぃ
る他は国内国外を邇じて他に例を見ないようである。
特長構造簡単Fで磯城的故障少く安価に出来る。

一鉄点かかる高速回転磯城に対してはシヤーープレズ
にその例を見るようにベルトの破損の点,･分離、
性能の生命たる回転数GQ一定という点から不安
があ．る。

竪型電動磯であるから在り合せの電動鶴ま使
・用出来ない。もつとも'i､型のものに対しては，、
横型電動磯を用いてベルトを握って駆動出来る
が，ベルトの損耗はひどくなる。

B.伝動方式からの分類悪
、

何れも原動軸と駆動軸との間には,遠心蟻擦接手を設
ける。

1．芯ルI､伝動式電動磯から横軸へベルト伝動にす、
る。 可

特長在り合せの電動磯が流用出来る。但し竪靴直
接駆動の,ものでは竪型電動磯を要する。
峡点据付面穫が大きくなる。

回転数の伝達が不正確である。
ベルトの損粍。

2．電動磯直結式電動磯を情感磯フレームに直結し
ベルトを介しないで葱擦接手を駆動する。アメリカンド
ラパルスエーデンドラバル新型。その他優秀外国品。三
菱型はこれである｡』

特長据付面識の節約・

ベルトのスリップ無し

外観極めてスマートなものとなる

鮫点在合せの電動磯では回転数が同じであれば，
フランジを細工ずることにより流用出来るが，
然らざれぱ流用出来ない。．

β

主軸〔竪刺|〕の構造

主軸の振動に対する対雛については各祇各綴に研究さ
れ夫々 特良興る構造になっているが，上下振動に対して
は緩面ばねを設け，職振動に対しては各祗そのエ作按砺
に応じた設計になっていると思われる。代表的構造につ
きその特長を論じてみよう。

1．上下2本式旧ドラバル
、

第3図に図示する如く，主軸は上下2本に分れ，中間
を自在接手にした構造。

特長ギヤーから来る振動が回職体に及ばず，回転

（ ’

し一一一一一一一一望

放型

鑿油滴瀞機

ｊ
１
ｊ
ｌ
ＪＩ

錐2図 三

を示し，第2図に三菱型油清蔵磯の溝造を示す。即ぢ原
液は上部から注入され，矢示の如く流動し，分離板α問
で高謹心力の作用を受けて，比重大なる水は外方に，軽。『
ぃ油は内側を流れて，夫々別の出口から排出される。な
お原液に含有される固形物は，水と共に排出されるか，、
或は回転筒と分離仮とめ間の所謂スラツヂスペースに堆
譲する。なお回転筒下部の水孔は’運転停止後回転筒内
部の残溜液が流出するための所謂セルフドレーン用の孔
である。

この回転筒及分蔚錘の機繕そのものがドラパル式とい
われ，従ってメーカー各祗共，ほとんど同じ構造をなし
ている。

主軸駆動樋構

前述の如く分肖鍛溝そのものは同一であるが，その高
速回転を得る駆動機構に於て種々 研究が積まれ，各メー
カー触特のものが出来ている。その各形式について一言
述べてみよう。
A.駆動方式からの分類

1．ギヤー駆動方式原動嬢で隣軸を駆動し，ヘリカル

ギヤーで竪軸を増速回転する方式が最も普通であってほ
とんど全メーカーがこれを採用し,三菱もこの方式を採
っている。

特長へリカルギヤーであるから増速率が正確であ
り確実な駆動をする。又ギヤーポンプの直結が

簡単に出来る利点を有する。

餓点ギヤーの蕊粍が取上げられるが，材質の撰麗
グ も

－4

一

1－

一

■
Ｉ
ｐ
０
Ｉ
Ｉ
０
０
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
‐
，
‐
‐
‐
‐
Ｌ
一

0

●

，￥と坐更一一』吟一 一 P_一一 エ



’
、

■

－船の科孝一

上，潤滑油用にのみ用いられ,燃料油には露出する部分

の全然無い全密閉型が使用される。勿論潤滑油に対して

使用しても支障はない。

密閉型を製作した初期には，開放型に見られなかった

思わざる支障があったが，それ等はその後の研究により

完全に解決され，現在では，全密閉型が何等不安なく開
放型同嚴，舶載出来るに至っている。

■

樅t
油･ポンプに關して

機軸駆動型の大きな特徴の一つは，繊刺lを利川してギ

ヤーポンプを直結出来ることである。

二連式サクシヨン及デリベリーボンプ

ー蓮式サクシヨンポンプ叉はデリベリーポンプ

別に油邊用ギヤポンプを設置する必要がなく，且清銅

嬢自体も外観瞳めてスマー1･な高級なものとなることは

グラピヤ写真に見らるる通りである。独い機関室でスペ

ース，配管，電気，関係等が節約簡略化されることは大

きな貢献と恩わ祁る。‘

油清淨の容量

油清師磯の処理し得る容量は油の聯度と油の比軍に関

係し,〔その他にも表面張力，水との親和力といったも

のにも関係するが〕従って分離せんとする温度にも閲係

して来る。例えば三菱の溝罫磯についていえば，

腰‘
I 1本式2本式内軸支持式

鐸3図主軸，構造方式

体から来る振動も亦ギヤーの噛合に影響せず，
従って円滑なる運転とギヤーの耐磨耗に有効で
ある。

峡点織造が複雑量であり，脊が高くなる
2．内軸支持式現ドラバル

図示する如く固定した内軸〔下部〕・に対して上部軸を
かぶせた形で，従っでピニオンは上部刺Iについている。ひ

特長上部軸承，下部軸承がないからこの部分の構
造は簡単になり，軸全体の取替が容易である。
映点軸自体の構造が複雑で，ェ作ば高度の精密を
要し’構造上職振動に対する緩衝部分が無いか
ら，完全なるバランスと精密なる歯切加工が要
求される。要ずるに最高級な工作技術ある工場
でなければ実施不可能である。三菱でも同溝造
‘の刺iだけ試作してみたが工作がめんどうで採用
していない。

3．1本式アメリカンドラバル
その他外国品に多数ありd三菱もこの型採用
しあり。其他一般小型機械

図示する如く､，竪軸は一本物で作り上げる。
特長簡単にして頑丈，工作容易にしてエラー無し
従って多遥生産に適し互換性大なり。
縦点ェ作技術悪ぃェ場には不向かとも思われるが
多年の経験上何等鉄点を認めず。
三菱にても製作初期には旧ドラパル2本式を採用して
いたが，工作技術に自信を得た今日は一本物を採用して
いる。

、

開放型と全密閉型

開放型は第2図に見らるる如く油が直接露出する関係

I
七

夕

一

口
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１
１
１

番|｣"|3&l.4型|5型’|型

燃料油， 露0へ50011000～2500
愛座器油

潤滑油250～5001000～2000

2000～30003000～5000

013000～400012000～坊0

高い方の値は粘度の低い油,低い士の値は緋度の,闘い
油の場合である。

又高い清淨度を要求されれば，容量は減少するし，低
い清淨度で充分であれば容澄を大きく使用出来る。

従って清淨磯の性能やしては’
1）使用する油について各温度に於ける釉度，比重その
他の物理的性能。

2）潅淨せんとする油及溌淨された油の水含有量及含有
固形分の量及性質。

3）分離温度を指定して，清浄機刀試験規定を作る必要
があると思う。〔三英化工磯携式会祇〕
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鍵

操 舵装置

Aジヤネー式電動油匿舵取機械

凸

｡

一
β

根
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岸 正 男
I

ジヤネーポンブの構造と作動

、

Ｉ
１
ｌ
ｌ

第2園

えている｡主軸Fは常に一定方向に等速で廻犠し'自羅
手Gを介してポンプ胴Iに遮り，．これを駆動しているポ
ンプ胴Iには9個又は11個の油南を右し，各油篇は底部
に蚕豆型の油孔Vを開いていて，これ等は，弁磐の表面
にある瓜型油孔RSに重っている。ポンプ胴はや盤の上
を蕗動して回転し，油圧のない時は発条によって弁盤面
に押しつけられているが，油圧が加わると油圧によって
弁盤上に押しつけられる。各油簿には卿子Jがあり，両
端球状の接合棒Kを介して受金輪Lに蓮籍せられ，受金
輪も叉，自在接手Hを介して，主軸Fに逵艤せられ，ポ
ンプ胴と一緒に駆動せられる。受金輪Lは受金恢輪Mに
嵌合せられ一体となって傾嘱筐Nの内で回転し，ミツチ
エル軸受OPによって支えられて居り，傾転筐は播制軸
Qによって前後に自由に傾ける事が出来る｡傾転篭力選
直の位置にある時は’回転していても卿子は往復運動せ
ずポンプは吸入吐出を行わないで室軽している。然し管
制軸によって傾転筐を何れの方向へでも傾けてやると卿
子は往復運動を始め,各獅子は主軸の一回嘱毎に~回吐
出吸入を行い，弁盤の一方の瓜型孔から汕を吸入し，他
の瓜型孔へ油を吐出する｡例えば第1図のように傾転筐
が傾いている時，回転部が主軸端から見て右回転してぃ

ー

第1図

ジヤネーボンプは旋転式w即子ポンプでその構造は第’
図及び第2図に見る如くである。ポンプ囲Aと弁盤Bと
は頑丈な縮付ボルトcによって結合されてポンプの外畿
を形成し，内に油.を充満している。
ポンプ閏の上部には二個の油孔があり，二本の油管で
補洽油槽に違って居り，囲内の油は常にこの油管を通じ
て補給油補との間を術蕊して冷却せられている。ポンプ
囲｝こは池抜挫及空気抜栓Dを，弁盤には室気抜姪Eを具

f
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ろとすれば，主軸端から弁盤に向って左側半回転の間は
卿子は吸入行程を行い，右側半回転の間は吐出行程を行
い，各卿子は弁盤の左側油孔から油を吸って右側油孔に

油を吐出する。而して吐出側と吸入側とは回転方向を変
える事なく，傾転筐の傾きの量を変える事により卿子の
行程を変え，従って吐出量を自由に変える事が出来る。
弁盤の瓜型油孔RSは油管によって油圧筐に邇じている
から，ポンプの傾転筐を任意に傾けることによって’任

意の油圧篇から他の油圧篭に油を移動させて面舵取舵自
由に操舵することができる。筒ポンプ作用を受ける油’
即ち舵願穫械の作動媒体となる油は，ポンプ胴の油篇及
び弁盤の油孔内にある一定量の油のみでポンプ囲を充し
ている。油は直接動力伝達には関係しないから，圧力は
持たない。又ポンプ吐出側に異常圧力の生じた場合吸入
側に油を逃す安全弁があって,何れの側からも他の側に
油を逃がし得るように安全弁は二個を具えている。vは
補給油弁で作動油が漏洩によって不足した時,ポンプ囲
・内に充満している油をここかぢ自動的に作動油系統内に
吸い込む濠になっている。Tは平衡篇及獅子でポンプを
高圧力で運転している時，傾転麓の制御を容易ならしめ
ると同時に，ダッシュ,ポイントの役目をして，傾転筐の
作動を防止するものである。

て1個を備え,8型ではポンプと油圧シリンダーの油路
を遼断する塞止弁4個油圧シリンダーの近路弁及防衞弁
2個合計7個の弁を備えている。

1対の油圧シリンダー置けを使用する場合には，使用
しない方の油圧シリンダー』塞止弁を閉じ，近蹄弁を開く

い

ことにより，その油圧シリンダーを非作動状態にする事
が出来，叉ポンプは油圧シリンダーの作動状態の如何に
よらず2台或は任意の1台丈を自由に使用することが出

来る。－方S型弁筐には単に近路弁と防衛弁とのみを備
えている。

次に手動装置にまって操舵する場合は，近路弁を開く
ことにより，油圧シリンダーを非動作状態にする事が出
来る｡､防衛弁け激浪叉は固形物の衝突等によって,舵に
異常な力がかかり，油圧シリンダー内の圧力が計画匪力
以上10％を超過する場合に両油圧シリンダーの油をE動
的に近路させて舵の損傷を防止する。この場合舵は抵抗
をかわして動くが，舵菰動けば追求装置を介してポンプ
の傾転筐が傾けられ，ジヤネーポンプは直ちに舵を元に
復するように作動するから，異常抵抗さえなくなれば直
ちに自動的に舵は原位置に復帰する。従って本装置では
他の装置に見るような特殊の発条による防函装置を必要
としない。ポンプの-1二方に鉄板製の油タンクを設け，全
装置の油の煽洩を補い，ポンプ内に発生した熱を放散さ
せている。一．

手動装置は1個乃至2個の手動輪を持ち，ウヶームギ
ヤーとピﾆｵﾝを介して舵柄に取付けられたｾｸﾀー を
動かす巖になっている。手動装置を切離すには，フリク
ションクラッチによってウオームホヰルとピニオン軸と
を絶縁する祷造になっている。

本舵販磯城は船橋からテレモーターで操縦されるのが
普通であるが，場合によっては後部甲板其他舵取機減壷
に近い場所にメカニカルスタンドを置いてテレモーター

を用いず磯城的関連によって油圧装置の制御を行う事も
出来る。テレモーター操縦がらメカニカルスタンドへ切

り換えるには，グラピヤS型図のピン(a)及(c)を抜き
とり,(b)の孔に挿入すればよい。筒電動磯は密閉通風
型分捲電動磯（交流の場合は龍型誘導電動機）を使用し
ている。

ジヤネー式舵取機械に關する一般的注意

（1）起動

操縦並に追求装置の臘腕ピンが正規の位置にあるか，
近路弁空気抜弁は閉ぢてあるか，舵輪角度と舵角は一致
してポンプの傾転筐は垂直の位置に来ているか，又S型
にあっては手動装置との綴は断たれているか,D型にあ

い

、

『

ジヤネー舵取擬械の構造と作動．

ジヤネー式電動油圧舵取磯城の標準型は)主要部分と
して舟舗苛，油圧シリンダー，ジヤネーポンプ，電動磯，
操縦管制及鎧求装置を備えている。
舵柄及クロスヘッドは鐙鋼製であり，油圧シリンダー
及プラ･ンジャーは硬質鋳鉄又は鋳鋼製で何れも充分な認
度を有している。

舵柄と舵軸はキーによづて固定され，舵柄の端は円筒
形になっていてクロスヘッドに嵌合している。プランジ
ヤーの端部はフオークェンドを形成し，互に向き合った
2個のプランジヤーはフオークェンドで結合され，この
結合部に1対の軸受があってクロスヘツドの耳軸が嵌合
していろ。斯くて舵柄とプランジヤーはクロスヘツドで
漣緒され，プランジヤーの受ける力はクロスヘツドを邇
じて舵柄に伝達される。然してプランジヤーは最大舵角
(36.5｡又は37｡）の場合には油圧シリンダーの底部に接
鯛して，舵角を制限する。油圧シリンダーほプランジヤ
ー案内梁及ブラケットによって，互に結合され，彊固な
一体となって正確に船体に固清されている。S型及D型
〔グラピヤ参照〕の'1,型のものではこの油圧シリンダー
の上にジヤネーポンプ及電動機が取付けられている。弁
筐は鍜銅製で向い合っている油圧シリンダー1対に対し
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つては使用すべき油圧シリンダーの油弁は廃いているか
以上を確めた後電醐機を起動すること。電動磯は操縦開
始前少くとも30分位前に起動して，油温度を30oC位に

上昇させて置いたがよい。
（”使用油b

瀬は絶対に異物を含まない鉱物性潤滑油で’二号外部

鉱油に相当するものを使用する震と。植物性を混合する
と，油に沈澱物を生じ擬械の磯能を害するから絶対に避
けねばならない信油の粘度は50oCの時レツドウツド160o
以上なくてはならない。
“〕楠給釉植は油の冷却に充分な大きさに作ってある
が，万一誠涯度が80''C以上に上昇する撰なことがあれ
ば，適当な冷却方法を講じなければなら･ない。
（4）全装置には完全に油を充満させ，室気を残留させ
てはならない。室気が残留していると環青を発し舵角が
不安定となるからである。
（の使用中の油圧シリンダーの近路弁は決して開いて

、

（7）ジヤネーボンプの弁盤と擢動面は，高圧力の油を
獲らさないようにし乍ら揺動しているので永年使用後に
は幾分の損傷は免れぬであろう。可変遙量ポンプに於て
は断種の摺動部の存在は止むを得ない所であるが，ジヤ

ネーポンプが他のものに比して都合のよい点は，ポンプ

胴が油圧と発条とで弁盤に押しつけられているから磨耗
によって間隙が大きくなることがなく，体稜効率の低下
が少い事及この部分が如何に磨耗しても回転部分が危険
になると云う事がない点である。且一度躍動部分に損傷
を起すとこの部分から油の漏洩が多くなって自動的に損
傷を止め，その内に恩|!染み合うのでジヤネ.一ポンプでは
他のポンプに比べるとこの部分の損傷は比較的問題とな
らない｡．

然し開放した場合はスクレッバー仕上げをして，当り
を一溌に直して置いたがよい。減の中に異物が混入した
場合は，この部分に甚だしぃ損傷の起った時は油の漏洩
が甚しくなるので操舵､した場合,傾転筐が中央に帰らな
くなるので直ぐに故障が分る筈である。摺動面の手直し
は必ずスクレッバー仕上げとし，砥石等を使用してはな
らぬ。スク.レッパー仕上面の程度の凹凸が安全な運転を
するために必要なので，それ以上に扇平にする事は却っ
て不利益である。〔西日本重工業長崎造船所技師

－

－
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、

→

はならない。
(6)"ﾖ中の油圧シリンダーの塞止弁は，少くとも油
温度が室内温度と同程度になる迄は閉めない方がよい。
何となれば航行中に温度の上った油が，油圧シリンダー
向'二閉じ込められて冷却すると收縮して眞室を生じ，空
気を吸い込むからである。
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Bヘルシヨー式電動油塵舵取機械

へルシヨーポンプの溝造と作動ハー
G.耳、軸

H･滑金

J.遊動鼠

K・偏心案内環

L.偏心用心棒

W.偏心腕

cd･･.…流体の入口及出p

ab…．･A管軸の通路でe,dに接続する
や

、ルシヨー油圧ポンプはロータリープラ

ンジヤで，その構造及び作動は第1図に示

す通りである。Bは放射歌に配列された数
個のシリンダーを有し,E及びFを邇じ，
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図
軸
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原動磯に接続されて,Aを中心として回転している。各
プランジヤDにはGが固定され，滑金H,を嵌合してい
る。HはJの現状灘に嵌合していて，この溝に沿って円

遜勤をすることが出来る。即ちAはポンプ蓋に固定され

ていて,BよりHまでが電動磯による回転部で,Jは滑
金草との摩擦によって回転する薮である。
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－ 鞘の科学一

舵軸に固定された舵柄の両端はピンに依ってブランジ

ヤに接合せられ，プランジヤーは油圧シリンダに挿入さ

れるも而して一対の油圧ｼﾘﾝダの儲何れかに油圧の
生じる時，プランジヤーは移動され従って舵柄及舵を移

動させるものである。へルシヨウポンプは電動鶴こ直結

され又ポンプの油出入口は各油圧シリンダーに夫々管に

よって直結される。而して管には通常塞止弁或は防樋弁

及近路弁と一体になった集合弁を術える。

操縦装置とはテレモータ受動筒のレバーより浮動腕の

一端を蓮緒するギヤー装置を云い，遁求装罹とは舵柄と

浮動腕の中間点を連結するギヤー装置を云い，管制裟厩
とはヘルシヨウポンプの偏心腕〔第1図W)の一端より

浮動腕の上端に連結するギヤー装置を云う。

ポンプを運転し，テレモーター叉は操縦ハンドルによ

り所要の操縦角をとれば，育動腕の中央Oを支点として

操縦及び管制装置のギヤが作動し，ポンプに偏心を与え

る。この偏心によ“hは一方の油圧シリンダーより他方
のシリンダーに移動を始める。従って舵はプランジヤー

の運動によって舵柄を経て転舵し始める肉

通勤雲Jは滑金Hを維持しつつその両端を球入軸承に

託してそれ自身が回転運動をなし叉その球入軸承は偏心
案内雲Kに駁合して偏心用心棒Lに依って,ポンプ囲蓋に

設けられた案内圏こ浴うて水平に移動する。即ち強動環
Jの中心は偏心用心棒Lを引出し，又は押込む事に依っ

て廻転筒Bの中心と一致させ又その左右何れにも移動さ
～

せることが出来る。

1
6

1
'

〃

１
１
１
１左偏心の場合ポ,ンプ無行程の場合滴偏心の溌合

第2岡ポンプ･作動模型図

第2図の模型図に示す窪に通勤環滑金Hの中心位置が

管軸Aの中心と一致するときは廻転筒Bは廻転してもそ

のプランジヤーDは単に廻転筒B.と共に管軸Aを中心と

して円運動をなすのみでプランジヤーD自身の軸方向に

は何等の運動をしない。而して図のように逝動環滑金H

の中心が管軸Aの中心点より右に偏心し且づ廻転筒Bの

廻転方向が矢の様な時にはプランジヤーDは廻転滴Bの

廻転と同時に円運動の下半に於ては廻転筒Bに対して外

方に叉上半に於ては内方に種動する。即ちプラゾジヤ
-Dは円運動と同時に往復通勤をする。そしてこのプ

ランジヤーDの内方又憾外方に種動する迩動は滋動鐵骨
金Hの中心を図に示したように管軸Aの中心線に対して

左に偏心させると廻謹霞Bの廻程方向は前の場合と同溌
・でもプランジヤーDの迂動は上半では外方に，下半では．
内方に向う濠になる。このプランジヤーDの運動は管軸

Aの孔a又はbを通じてその一方から流体を吸入して他

方に排出する。即ち鋪1図に示す綴にaaを通じてcか
ら流体を吸入してbbを邇じてdに排出する。この巖に

廻転筒Bの同一廻転方向に於て単に遊動環Jの中心点を

右へ偏心させるか左へ賑心させるかで流体の吐出と吸入
を互に逆にすることが出来る。

尚又通勤雲Jの偏心の大小に依ってプランジヤーDの

往復通勤の行程を加減する事が出来る。従って迩転筒B
の廻転速度が常に一定でも通勤製Jの偏心の大小に応じ
て流体の吐出量又は吸入量を変化させることができる。

ヘルシヨウ舵軍機城の構造と作動

へルシヨウ式躍動油圧舵廊媛の主要部は電政磯へルシ
ヨウボンプ,油圧シリンダー,プランジヤー,舵柄摺縦追
求，管制'装置,塞止弁,防翫及近路弁より成り，補助操舵
装磁として人力操髄磯を備える。（グラピヤ写艇参照〕

＝

I 浮動腕のfl動ば

第3図模型図の如

<,aを操縦点，

bを祷制点，0を言、

遡求点とすると，

（1）図はaa1だ

け操縦ギヤを御・動

させたとき0を支

点としてポンプに

bblなる偏心量

を与える。（2）図

はbblなる朧心

の為油圧が変化し

て，転舵が始まる

と，追求ギヤーが

00〕だけ作動し

て，ポンプの侃心

心

１
１ 7

’ 錐3図浮動腕の作動摸型圃て，ポンプの偏心

がblからbに遡り,油圧の移動がなくなり,舵が所要の

舵角に於て其の位置を保持する橡を示す。次に(”図に

於て舵を中央に戻す為，浮動腕をalよりaに逆した時

を示す。この時0，を中心としてbはb圏に動く。然し

てポンプの偏心による油圧の移動のため，舵は中央に屍

る｡この時,（4）図に見る壕に舵柄に蓮結された追求ギヤ

ーが働いて,，01は0に従って,b2はbにかえり,再び

ポンプの偏心は0になり,舵は中央の位置を保持し得る。

’
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作動部よりの漏洩油はポンプ顕の下部のロ第1図Nま

り油タンクに返る。依って運転開始に先立ち油タンク『1

に戻止弁Pが完全に油に裟する程度以上に抽を入れて霧
〈必要がある｡然らざれば往々にしてこれより室気を渓

入して，作動部分を罐き叉は掻霄を起すことがある。

3〕こめ磯城の作動部の遊隙は極めて精密なものである

から，使用油には塵砂又は水等の不純物を混入しな●耀

油の取扱に対し細心の注意を桃い，常に清淨なる油を使
用すべきである:、

4〕ポンプの分解組立に際しては各部をn丁嘩に掃除し各

擢醜部には清淨なる鉱油を充分に塗り隠〈事。

5）鋪圭図に示す巖に安全弁SI及g塾が設けてあって管
軸の油pc及dの何れになりとも懲期以上の圧力が加わ

った時Iこはこの弁から油タンクへ油が逸出する濠にし旨〔
ある。依って時々 ，この安全弁の作動の良否を確めて置
く必要がある。

6〕初めてポンプを運転する時にはこのポンプに接続す

る諸管及その他に室気が滞溜しなし,､糠完全に鉱油で以っ
て充満させる。これが為には諸装置の都合に依り時には
数日間ポンプを運転して流体を循環させき必要がある。
この流体の圧力が高いに拘らず装置中の室気がポンプに

入る時は諏転筒Bを焼損する恐れがある。油を全装置に

充鎭すること，叉は装置中の室気を駆逐することを目的

とする運転に於ては，流体の圧力を上昇させてはならな
い。

7〕装置全休に油を完全に充満させる認

即ち油は前述の濠に鉱油に限るのは勿論の事,油圧シ

リンダー及接続諸管内に油を完全に充満し室気を残澗さ

せてはならない。本装置又は管系内に室気を残溜する場
舗ま曝需を発し，叉舵角の不正確その他の故障の原因と
なる。

8〕油圧シリンダ近路弁を韻塞しておく事。

防術弁附発条の力は燕め油圧シリンダーに懸る最大圧
力以上一割増の程度に調整しておくこと。
9〕停諾中は油璽シリンダ直繪弁は閉塞して置く事。
弁を閉塞することは油の流通を絶ち従って舵が勝手に
動くことを防止し制動の用をなす。尚舵がこの際衝繋を
受けた場合は自動的に防衛？をfi鋤させ油の移動により
舵が自働し，衝撃に依る舵の破損を防止する。’
10〕追求装置及テレモータ装置の接競は舵が中央にある
時テレモータを宜候の位渥に置けばポンプの行程ぱ・に
なる壕に調整する事。

〔川崎璽工隠艦工掛資料〕

ヘルシヨウ式舵坂穣械に關する一般的注意

この磯城装置中注意を要するものば殆ど凡て魂ンプ部
分にある。従って以下1項より6項まではポンプ自体に
対する注意事項である。

1〕ポンプの重要部分は比較的高速度且高圧力を受けて
擢動するので使用する流体は鉱物性油に限られ植物性の
油を使用すると沈澱物等の為にポンプの溌能を害する倶
れがある。

従来舵販鱗滅用としては下記種類の油を流体として使
用している。

４
１

－

種 IIIi考

灘蕊軍規雑｜
融職鎖鋳’

［ 類|腿，nr
ドワツド秒)’癖にレツ

｜伽50nC１
１
釦
一
卜 Ｏ

Ｃ
稲

。

□
〈
１
や

一
一
、１
１
１

二号外部鱗油

180タービン油

０
－
０

？
］
’
１
《

電
一
十
一
〃

帥
ゞ
帥
一

１
１
｛
一

6“以下’

口
廻ＩタービンNo 轄入17 〃’

2〕作動部分には術幣がなく且つ高圧力を受けるので摺

動部分には洞洩がある。この､識K･は.ポンプの機能上必要

なものであって，従って舵啄磯城としてこのポンプを使

用ずる場合の如く一定量の油を循環して取扱う時には，
この溺洩を常に補充する為第4図の通りcd両口に邇ず

る各一箇の戻止弁Pを設けこれをポンプ合板に構成せる

油タンクに依りプランジヤーDの吸入運動の際に油を自

目

少

｜
’露4図
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凸船の科學内容索引

(自VOV.3'N0.1至VOL.3N0.9) 1

’

に’
目〔著者名） 題目（著者名）

SHIPREPAIRREPORTCARD

溶接に適する新鋼材“本敏郎〕
サイク・アーク.・ウエルド

〔高幣哲夫）

繍鯨蕊瞭'鎌ノ
B&Wヂーゼル機関（山下勇〕

飴と油〔彦坂栄次〕

コントラプロペラ〔鬼頭史城〕

可変ピッチ推進器（米原令敏〕

推進器餘談〔鬼頭史城〕

舶用ゴム軸受〔家本譜〕

総体のサンドブラスト〔堀元美〕

代表3ノーカーの電動揚貨磯

アメリカ船の電気艤装〔三枝守英〕

直流3線式配電盤〔松平享）

舶用インチに対する1考察(田中壁

救命設備〔上野喜一郎〕

レーダーの理論。〔友納典人〕

No.題 No.

１
８
１

一

造船俗語詩集

造船の諸問題

船の民俗学，考古学

海運統計の内容

写真結婚

鱗揺れしない船

アメ.リカ旅行記から

毎月のニュース解読

謡曲にあらわれた船

浪入の寝言

思い出すままに

海運会証だより

デンマーク諾乗船記

紙の船を造るの記

〔立川春重〕

〔原田秀雄〕

〔木村俊夫〕

〔前川仙太郎〕

〔和辻春樹〕

1

3

5

6

6

6

6

7．8．．9

8

1.4.5.6.7.8.9

2．3

9

9

9

８
９

今

●
●

８
９
９
６
７
３
４
５
｝
Ｂ
７
９
１
１
２
５
６
６
９

論
説
と
随
筆Ｉ

I曲
■

Ｑ
〕
』
⑧１

－

（内藤男〕

〔吉田精顯〕

〔田宮真）

(ついむこじ）

〔頑田烈〕

、

磯』-'…
関飴
、

楠コン

謹可変

驚推進
器舶用

ー

』
歴
〃
ｊ
因
Ⅱ
砥

1

’’〔藍野次郎〕

(沢田昭一〕

艤艦艇の解榊（松尾進〕

溶接時集

艘と岸壁との極突時の力

デンマークFYN号

溶接と残留応力

造舵と旋回性能〔祇井識〕
米国の錯体溶接〔橋本啓介〕

冷凍雛特集

総霊鮮鴬読鎮鍋大覚〕
ソヴィエトの溶接

実殻による諸実験〔遠山光一〕

一新しい楚波装置

油槽船特集

近代汕槽飴の轄質‘(鵲鬚芙）

1

1

1

2

2

2．3．4‘5．6．7

2．3．5

3

4

5

5

6

6

7

7．8．9

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

ｌ

ト

Ｄ

Ｂ

■

、

日

日

■

日

日

■

０

０

６

日

芦

。

－１
１ 装

１
ｊ
１
Ｊ
ｇ
■
■｜，’

特
曳瀦について〔南波松太郎〕殊
船

金海丸の引揚，〔辰己清泰〕

ﾀﾘズﾏﾝ号の消火作業(蕊実勘

、
■
砧
■
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

８
８

救金海丸の引揚・

難タリズマン号の消火

費世界の鋸船建造状況

料船舶用賓材の現｝伏

ｒ
Ⅱ
リ
Ｉ
Ｊ
Ｐ
】
■
Ｔ
ｄ
５
日
且
■
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l･砂礫塵竣による磨描絶無’フ･ロベラシヤフI､、ラタ･一ピントル
2･水による完全澗滑 船内各種ポンプ．

2．セントリフューガルポンフー3．通常の油及びク･リースに耐ﾉ制
3．方ツターシヤフトサクションヘツ1．

4.震動吾群の繩慨
メイルポンフ。

5.蹴擦による抵抗雁j髄'少
4．〃、イ1,.口リツクターピン

6．取付の簡易5．上木･蛎業用省.砿ポンプ．
7．耐久年数はう､ロンズ･バビソl･(》錨111用各種,,号ンプ
リクナ上バィタ鋳鐵の-{-漉傭7.製紙誰用谷祉,,§ンノ。
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る自動塁交流實用機完成I特殊制御回路によ

TYPE-AC-CA-T
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